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特 集 を 組 む に あ た っ て

宮 城 の サ ル 調 査 会 伊 沢 紘 生

本 誌 第32 号 で は 金 華 山 の サ ル ・A群 の 第 一 位 オ ス 「 ハ タ 」 の 群 れ 離 脱 を

き っ か け に 起 き た 、 続 く 第34 号 と 第35 号 （ 前 号 ） で はB 1 群 の 第 一 位 オ ス

「 タ イ ヨ ウ 」 の 頻 繁 な 群 れ の 出 入 り に よ っ て 起 き た 、 ニ ホ ン ザ ル の 生 き ざ

ま に 関 す る 大 変 重 要 な い く つ か の 問 題 に つ い て 特 集 を 組 ん だ 。 そ し て 、 こ

れ ら3 回 に わ た っ た 特 集 で ひ と ま ず の 決 着 を 見 た か に 、 私 に は 思 え た 。

と こ ろ が で あ る 。 昨 年(2022 年 ） の 交 尾 期 、 群 れ の ま と ま り の 根 幹 を な

す 個 体 間 の 仲 間 意 識 に 支 え ら れ た “ 頼 る 頼 ら れ る 関 係 ” （ 伊 沢 ．1982. 2009)

と 、 血 縁 を ベ ー ス に 土 地 と 強 く 結 び 付 い た メ ス た ち の “ 地 縁 集 団 ” （ 伊

沢 ．2009.2020) と い う 二 つ の 概 念 に 対 し 、 「 タ イ ヨ ウ 」 とB 1 群 の メ ス た ち

が 疑 義 を 呈 し た の だ 。 す な わ ち 、 か れ と メ ス の 一 部 な い し 全 員 が 自 ら の 行

動 圏 を 離 れ て 他 群 の 行 動 圏 の 奥 深 く ま で 侵 入 し 、 し か も 長 時 間 そ の 群 れ に

追 随 し た の で あ る 。

そ の よ う な 観 察 事 例 が た と え 例 外 的 な も の だ と し て も 、 き ち ん と 記 録 に

留 め 置 か ね ば 、 こ れ ま で に3 回 も 特 集 を 組 ん だ 以 上 、 片 手 落 ち と い う 謗 り

を 免 れ え な い だ ろ う 。 そ れ が 本 号 で4 回 目 の 特 集 を 敢 え て 組 む に 到 っ た 所

以 で あ る 。

い つ も 思 う こ と だ が 、 自 然 は な ん と も 奥 が 深 く 、 長 い 年 月 に 亘 る 付 き 合

い を 通 し て や っ と 確 信 が 持 て る よ う に な っ た 事 柄 に 対 し て も 、 あ る と き 唐

突 に 真 逆 の 事 実 を 突 き 付 け て く る も の だ 。 今 回 の 特 集 は そ の 象 徴 的 と も い

え る も の で あ る 。
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昆 群 に 追 随 す る 凡 群

尾 根 近 く で 少 し 広 が っ て ひ と 息 入 れ て い る 恥 群 （ 少 な く と も

右 寄 り 上 方 に6 頭 、 そ の 集 団 の 下 方 の よ り 近 く に1 頭 、 左 上 方

に1 頭 の 計8 頭 が 見 え る ） に 対 し 、 距 離 を 縮 め よ う と 尾 を 反 り

返 し て 接 近 し て い く 「 タ イ ヨ ウ 」 と 、 か れ に 追 随 す るB, 群 （ 左 下

方 に 少 な く と も8 頭 の オ ト ナ メ ス が 見 え る ） 。

く 山 口 飛 翔2022 年11 月20 日 撮 影 ＞
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金 華 山 の サ ル • B1 群 の 第 一 位 オ ス 「 タ イ ヨ ウ 」 の 略 歴

京 都 大 学 山 口 飛 翔

1. は じ め に

2019 年 の 交 尾 期 以 降 、 金 華 山 凡 群 で は 第 一 位 オ ス 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ と

共 に 行 動 し た り 、 群 れ か ら 離 れ て 行 動 し た り を 繰 り 返 す 特 異 な 行 動 が 観 察

さ れ て い る （ 山 口 ，2020, 2022 ） 。 こ う し た 彼 の 行 動 は 、 凡 群 で 繰 り 返 し 群

れ の 離 合 集 散 を 引 き 起 こ す な ど （ 山 口 ，2020; 山 口 ，2022; Yama guch i &

Kazahar i , 2022) 、B1 群 の 日 常 生 活 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ し て い る 。 加 え て 、

本 号 で 報 告 さ れ て い る よ う に （ 関 ，2023; 関 沢 ，2023; 山 口 ，2023a,2023b) 、

彼 の 行 動 は 複 数 の 隣 接 群 に も 大 き な 影 響 を 与 え 始 め て い る 。 本 稿 で は 、 こ

う し た 「 タ イ ヨ ウ 」 の 特 異 な 行 動 の 概 要 を 把 握 す る た め 、 筆 者 が 凡 群 の 調

査 を 開 始 し た2018 年10 月 以 降 の 彼 の 動 向 を ま と め る 。 な お 、 そ れ 以 前 の

彼 の 来 歴 に つ い て は 山 口(2020) に 詳 し い 。

2. 「 タ イ ヨ ウ 」 の 確 認 状 況

2018 年10 月 以 降 の 調 査 期 間 ご と の 確 認 状 況 を 表1 に 示 し た 。 な お 、 本

稿 で は9 月 か ら12 月 を 交 尾 期 、 そ れ 以 外 を 非 交 尾 期 と し た 。 表l か ら 、

「 タ イ ヨ ウ 」 は2019 年 非 交 尾 期 ま で は 全 て の 日 に 群 れ 本 体 で 確 認 さ れ て い

た が 、2019 年 交 尾 期 か ら2021 年 交 尾 期 ま で の 期 間 は 確 認 で き な い 日 が か

な り あ っ た こ と が 分 か る 。 確 認 で き た 日 数 割 合 は 特 に 交 尾 期 に 低 く な っ て

お り 、2019 年 以 降 の 交 尾 期 に お け る 彼 の 確 認 日 数 割 合 は わ ず か47.2%(100

日 ／212 日 ） だ っ た 。 ま た 、2019 年 交 尾 期 か ら2021 年 交 尾 期 ま で に 群 れ を 離

れ た 脚 注1 頻 度 は 、 交 尾 期 と 非 交 尾 期 で そ れ ぞ れ10 日 当 た り 1. 10 回 と0. 54

回 で あ り 、 彼 が 繰 り 返 し 群 れ を 出 入 り し て い た こ と も 分 か る 。

3. 群 れ か ら 離 れ て い た と き の 行 動

「 タ イ ヨ ウ 」 が 凡 群 を 離 れ た 後 に 群 れ に 戻 っ て 来 た 直 後 脚 注2 と 考 え ら れ

る 観 察21 例 を 調 べ る と 、 そ の57. 1%(12/21) で5 歳 以 上 の メ ス （ 以 下 、 メ ス ）

脚 注l 6 時 間 以 上 群 れ の 内 で 確 認 さ れ な か っ た と き 、 「 群 れ を 離 れ た 」 と し た 。
脚 注2 群 れ を 離 れ た 後 、 再 び 群 れ の 内 で 再 確 認 さ れ た 直 後 の15 分 間 と し た 。



表 1. 「 タ イ ヨ ウ 」 の 確 認 状 況

潟 在 年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

真 在 期 間
10/1-12/1 2/ J I~3/29 9/8-11/10 3/9~3/22 9/21~12/19 2/8~3/27 9/20~12/17 2/14~3/29

（交 尾 期 ） （ 非 交 尾1月 ） （ 交 尾 期 ） （非 交 尾 期 ） （ 交 尾 柑I) （ 非 交 尾101) （ 交 尾 期 ） （ 非 交 尾 ）UI)

確 認n数割 合
1.00 1.00 0.31 0.90 0 .46 0.89 0.59 1.00

(49 日 ／49 日 ） (37 日 ／37 日 ） (16 日 ／51 日 ） (9 日 ／10 日 ） (37 日 ／81 日 ） (34 日 ／38 日 ） (47 日 ／80 日 ） (40 日 ／40 日 ）

群 れ を 離 れ た 頻 度
0.00 0.00 1.13 1.00 1.84 0 .43 0 .34 000

(l•l/10 日 ）

註 ） 群 れ 本 体(5 歳 以 上 の メ ス が50％ 以 上 確 認 さ れ た 集 団 ） を200 分 以 追 尾 し た 日 の み を 使 用 。

と の 毛 づ く ろ い が 確 認 さ れ た 。 こ の こ と は 、 し ば ら く 群 れ の 内 で 確 認 さ れ

な か っ た 後 に 合 流 し た 直 後 に は 、 メ ス と 親 和 的 交 渉 を 行 う こ と が 多 か っ た

こ と を 示 し て い る 。 な お 、 こ う し た 事 例 の ほ と ん ど で 、 メ ス の 方 か ら 彼 に

近 づ い て い っ て 毛 づ く ろ い を し て い た （ 山 口 ，2020 も 参 照 ） 。 霊 長 類 で は 、

一 時 的 に 離 れ た 個 体 同 士 が 再 開 し た 直 後 に は 、 親 和 的 交 渉 の 頻 度 が 上 昇 す

る こ と が 知 ら れ て い る(Aurel i & Schaffner, 2007; de Marco e t a l. ,

2011; 田 村 ，2016 ） 。 こ の こ と か ら 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は 群 れ の 内 で 確 認 さ れ な

い 間 、 実 際 に 群 れ 本 体 の メ ス と は 離 れ て 行 動 し て お り 、 群 れ の 外 で 彼 女 た

ち と の 交 渉 は 行 わ れ て い な い こ と が 多 か っ た と 推 察 さ れ る 。 一 方 で 、 一 部

の メ ス が 彼 に 追 随 し て 一 緒 に 群 れ を 離 れ た り 、 彼 と は 違 う タ イ ミ ン グ で 群

れ を 離 れ て い た メ ス と 群 れ の 外 で 合 流 し て 行 動 を 共 に し た り す る こ と も あ

っ た （ 山 口 ，2022; Yama guch i & Kazahar i , 2022) 。

「 タ イ ヨ ウ 」 は 凡 群 の 行 動 圏 か ら 離 れ 、D 群 の 主 要 行 動 圏 で あ る 島 の 南

部 へ 行 っ て い た こ と が 何 度 も 確 認 さ れ て い る し （ 佐 々 木 • 宮 崎 ，2020; 山 口 ，

2020, 2022) 、D 群 以 外 の 他 群 の 調 査 者 が 追 随 オ ス の 中 に 彼 を 確 認 し た と い

う 情 報 も な い （ 伊 沢 紘 生 氏 ， 私 信 ） 。 し た が っ て 、 彼 は 凡 群 を 離 れ て い る 間

D 群 に 追 随 す る こ と が 多 か っ た と 考 え ら れ る 。 交 尾 期 に 群 れ を 離 れ る こ と

が 多 か っ た こ と を 考 え る と 、 後 述 す る よ う に 彼 は 凡 群 の メ ス た ち と は ほ と

ん ど 交 尾 で き な い た め 、 繁 殖 相 手 を 探 し にD 群 を 訪 れ る こ と が 多 か っ た の

だ ろ う 。

4. 他 の 群 れ 個 体 と の 社 会 関 係

l) 他 の 中 心 オ ス と の 関 係

2019 年 交 尾 期 に 群 れ に 戻 っ た 際 に 劣 位 の 中 心 オ ス か ら 激 し い 威 嚇 を 受 け
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た こ と が 一 度 あ っ た が （ 山 口 ，2020) 、 そ れ を 除 け ば 全 期 間 に お い て 敵 対 的

行 動 （ 威 嚇 や サ プ ラ ン ト ） は 一 貫 し て 「 タ イ ヨ ウ 」 か ら 他 の 中 心 オ ス に 向 け

ら れ 、 そ の 逆 は な か っ た 。 こ の よ う に 、 彼 は 群 れ を 出 入 り し な が ら も 現 時

点(2023 年5 月20 日 ） ま で 第 一 位 オ ス の 地 位 を 維 持 し 続 け て い る 。

2) メ ス と の 関 係

「 タ イ ヨ ウ 」 は 全 調 査 期 間 を 通 し て メ ス か ら 頻 繁 に 毛 づ く ろ い を 受 け 、

彼 よ り も 高 頻 度 で メ ス か ら 毛 づ く ろ い 受 け た 中 心 オ ス は い な か っ た 。 ま た 、

休 息 の 際 に は メ ス た ち が 彼 の 周 囲 に 集 ま る こ と が 多 く 、 移 動 の 際 に も 多 く

の メ ス が 彼 に 追 随 す る こ と が 多 か っ た 。 こ の よ う に 、 彼 は 一 貫 し て 群 れ の

中 心 的 な 個 体 で あ り 、 メ ス に 頼 ら れ 続 け て い る 。

一 方 で 、 発 情 メ ス と の 交 尾 は2019 年 以 降 減 少 し た 。 表2 に 、 各 年 の 交 尾

期 に 「 タ イ ヨ ウ 」 と 発 情 メ ス の 交 尾 が 確 認 さ れ た 日 数 割 合 と 、1 日 当 た り に

確 認 さ れ た 発 情 メ ス 数 の 概 要 を 示 し た 。 表 か ら 、2019 年 以 降 は2018 年 に

比 べ る と 交 尾 で き た 日 数 割 合 が 減 少 し て い る こ と が 分 か る 。 特 に2019 年 と

2020 年 は ほ と ん ど 交 尾 で き な か っ た 。2021 年 は そ れ に 比 べ る と 交 尾 日 数 割

合 が 高 か っ た が 、 そ れ は こ の 年 非 常 に 多 く の メ ス が 発 情 し た か ら だ ろ う 。

2019 年 以 降 も 発 情 メ ス に 接 近 し た り 、 臀 部 に 手 を か け て 交 尾 を 試 み た り す

る 行 動 は 頻 繁 に 観 察 さ れ た が 、 メ ス が 逃 げ た り し て 拒 否 す る こ と が 非 常 に

多 く な っ た 。 こ の よ う に メ ス が 「 タ イ ヨ ウ 」 と の 交 尾 に あ ま り 応 じ な く な

· っ た こ と が 、 彼 が 群 れ を 離 れ て 他 群 に 繁 殖 相 手 を 探 し に 行 く よ う に な っ た

大 き な 要 因 だ と 考 え ら れ る （ 山 口 ，2020, 2022) 。

表2. 「 タ イ ヨ ウ 」 と メ ス の 交 尾 が 確 認 さ れ た 日 数 割 合 と 発 情 メ ス 数

1 日 当 た り の 発 情 メ ス 数 （ 頭 ）

観 察 年 交 尾 日 数 割 合

平 均 士SD 範 囲

2018 年 0. 52 (26 日 ／50 日 ） 5. 78 土3. 58 l ー11

2019 年 0. 11 (I 日 ／ 9 日 ） 2. 78 土 l. 48 l ー5

2020 年 0. 00 (0 日 ／ ］ 2 日 ） 1. 6 7 士0. 89 1 ー3

2021 年 0. 32 (I 0 日 ／3 I 日 ） 7. l 0 土5. 00 1 ー14

註 ） 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ の 内 で 確 認 さ れ 、 か つ 発 情 メ ス が1 頭 以 上 確 認 さ れ た

日 の み を 含 む 。 ま た 、200 分 以 上 群 れ が 観 察 で き た 日 の み を 使 用 。

3



謝 辞

本 稿 を ま と め る に あ た り 、 宮 城 の サ ル 調 査 会 の 伊 沢 紘 生 先 生 に は 終 始 熱

心 な ご 指 導 を い た だ き ま し た 。 ま た 、 金 華 山B1 群 の 血 縁 関 係 や 個 体 情 報 は 、

風 張 喜 子 氏 を は じ め こ れ ま で 凡 群 を 調 査 さ れ て き た 研 究 者 の 方 々 の 継 続 的

な 観 察 に よ る も の で す 。 こ の 場 を 借 り て 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。

引 用 文 献

Aurel i , F. & Scha ffner, C. M. (2007)A g gress ion and con fl ic t

mana gemen t a t fus ion in s p ider monke ys. 「B iolo g y Le t ters 」

vo l. 3 (2), p . 147-149

de Marco, A., Cozzol ino, R., Dess i-Ful gher i , F., & Th ierr y , B.

(2011) Collec t ive arousal when reun i t in g a f ter temporar y

se para t ion in Tonkean maca ques. 「Amer ican Journal o f Ph ys ical

An thropolo g y」vo l. 146 (3), p . 457-464

佐 々 木 隆 志 • 宮 崎 真 衣(2020) 金 華 山 島 の サ ル に お け る 群 れ の 構 成 と 変 動

ー ハ ナ レ オ ス と 群 れ の オ ス の 関 係 性 及 び 群 れ 本 隊 か ら 分 派 す る 小 集

団 の 観 察 か ら 一 ． 帝 京 科 学 大 学 生 命 環 境 学 部 ア ニ マ ル サ イ エ ン ス 学

科2019 年 度 卒 業 論 文

関 健 太 郎(2023) 金 華 山 の サ ル ・ 恥 群 に 追 随 し たB1 群 一 恥 群 側 か ら 見 た 両

者 の 関 係 ー ． 「 宮 城 県 の ニ ホ ン ザ ル 」vo l. 36, p . 25-28

関 沢 麻 伊 沙(2023) 金 華 山 の サ ル • A 群 に2 日 間 追 随 し たB1 群 の 特 異 な 集

団 ． 「 宮 城 県 の ニ ホ ン ザ ル J vo l. 36, p . 14-18

田 村 大 也(2016) 金 華 山 島 の ニ ホ ン ザ ル 野 生 群 で 観 察 さ れ た オ ト ナ メ ス の

長 期 群 れ 離 脱 と 再 合 流 ． 「 霊 長 類 研 究 」vo l.32, p.51-59

山 口 飛 翔(2020) 金 華 山 の サ ル ・ 交 尾 期 に お け る 第 一 位 オ ス の 特 異 な 行 動 ．

「 宮 城 県 の ニ ホ ン ザ ル 」vo l. 34, p . 1-25

山 口 飛 翔(2022) 金 華 山 の サ ル ・2020 年 交 尾 期 に お け る 凡 群 中 心 オ ス の 動

向 「 宮 城 県 の ニ ホ ン ザ ル 」vo l. 35, p . 1-12

山 口 飛 翔(2023a) 金 華 山 の サ ル•D 群 に2 日 間 以 上 追 随 し た 凡 群 の 特 異 な

集 団 ． 「 宮 城 県 の ニ ホ ン ザ ル 」vo l. 36, p . 6-13

山 口 飛 翔(2023b) 金 華 山 の サ ル ・ 行 動 圏 を 越 え て 恥 群 に 追 随 し た 凡 群 ．

「 宮 城 県 の ニ ホ ン ザ ル 」vo l. 36, p . 19-24

4



Yama guch i , T. & Kazahar i , N ・(2022) F iss ion- fus ion d ynam ics in a
w ild grou p o f Japanese maca ques (Macaca fusca ta) on K inkazan
Island caused b y the repea ted separa t ion o f an al pha male
be in g followed b y females. 「Pr ima tes 」vo l. 63 (6), p . 575-582

5



金 華 山 の サ ル • D 群 に2 日 間 以 上 追 随 し たB1 群 の 特 異 な 集 団

京 都 大 学 山 口 飛 翔

1. は じ め に

筆 者 は2022 年9 月25 日 か ら10 月7 日 ま で 金 華 山 凡 群 を 対 象 に 調 査 を

行 っ た が 、10 月3 日 か ら5 日 ま で の 間 、 第 一 位 オ ス 「 タ イ ヨ ウ 」 （ 山 口 ，

2023) と 彼 に 追 随 し た 一 部 の 個 体 が2 日 間 以 上 に わ た っ て 隣 接 群 で あ るD 群

に 追 随 し 続 け る と い う 特 異 な 事 例 を 観 察 し た 。 以 下 に そ の 概 要 を ま と め る 。

2. 事 例 の 概 要

10 月2 日 ま で

「 タ イ ヨ ウ 」 は10 月2 日 を 除 く 全 て の 日 に 群 れ の 内 で 確 認 さ れ た 。 そ の

他 の 個 体 も 、 交 尾 期 に 群 れ か ら 離 れ る こ と が 多 い 「 ア カ ネ 」 家 系 の 個 体 （ 山

口 ，2020a, 2022a) 以 外 は 、 ほ と ん ど の 個 体 が 全 て の 日 に 確 認 さ れ た 。

10 月3 日 か ら5 日

図1 にB1 群 個 体 の 移 動 ル ー ト と 観 察 し た 集 団 の 構 成 を 示 し た 。10 月3 日

は 早 朝 か ら 「 タ イ ヨ ウ 」 を 確 認 。 群 れ は 自 群 の 行 動 圏 の 外 へ と 移 動 し 、12:06

にD 群 と エ ン カ ウ ン ト し た （ 図lA の ① ） 。 そ の 後 、 徐 々 に 「 タ イ ヨ ウ 」 と 共

に 確 認 で き る 個 体 は 減 っ た が （ 図1A の ② とB の ① ） 、 彼 を 含 む 特 異 な 集 団

（ 以 下 、T 集 団 と 呼 ぶ ） は 少 な く と も10 月5 日 の17:00 ご ろ （ 図lC の ① ） ま

でD 群 に 追 随 し 続 け た 。 こ の 間 、 ほ と ん ど の 時 間 でT 集 団 の 視 界 内 にD 群

個 体 が 確 認 さ れ 、T 集 団 は 「 タ イ ヨ ウ 」 を 先 頭 にD 群 の 後 を 追 い 続 け た 。

な お 、10 月4 日 に は 前 日 の 途 中 （ 図lA の ② ） か らT 集 団 で 確 認 で き な く な

っ た 個 体 がT 集 団 と は 離 れ た と こ ろ で 確 認 さ れ た （ 図1B の 氏 と 名 ） 。

10 月6 日 か ら7 日

10 月6 日 の05:41 、 凡 群 の 行 動 圏 内 に 「 タ イ ヨ ウ 」 を 含 ま な い20 頭 か ら

成 るB1 群 個 体 の 集 団 を 確 認 。 そ の 後 、08:29 に さ ら に14 頭 が 合 流 し た 。 最

終 的 に10 月7 日 の 観 察 終 了 時 点(17:00) ま で に 群 れ の83%(39 頭 ／47 頭 ）

が 合 流 し た が 、 そ の 間 「 タ イ ヨ ウ 」 は 一 度 も 確 認 さ れ な か っ た 。 前 日 ま で
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註 ）A: オ ト ナ （ ；；； 7 歳 ） 、 ＼＇ ： ワ カ モ ノ(5-6 歳 ） 、

J : コ ド モ(1-4 歳 ） 、I ： ア カ ン ボ ウ(0 歳 ）

図 1. 11 月3 日 か ら5 日 ま で の 凡 群 個 体 の 移 動 Jレ ー ト と 観 察 集 団 の 構 成

T は 「 タ イ ヨ ウ 」 を 含 む 集 団 を 、S は 「 タ イ ヨ ウ 」 を 含 ま な い 集 団 を 表 す 。

T 集 団 に い た 個 体 は3 頭 （ メ ス1 頭 脚 注1 、 コ ド モ1 頭 、 ア カ ン ボ ウl 頭 ） を 除

い て 全 て 確 認 さ れ た 。T 集 団 を 離 れ た 個 体 は 、10 月4 日 に 確 認 さ れ た 個 体

た ち （ 図1B のS1 と 島 ） の よ う に 小 集 団 を 形 成 し つ つ 、10 月7 日 ま で に 凡 群

の 行 動 圏 内 に 戻 っ て い っ た と 考 え ら れ る 。

3. D 群 追 随 中 の 「 タ イ ヨ ウ 」 の 行 動 ・ 交 渉

1) T 集 団 の メ ス た ち に 対 し て

「 タ イ ヨ ウ 」 は 採 食 中 を 除 け ば ほ と ん ど の 時 間 、D 群 の 個 体 が い る 方 を

注 視 し て お り 、D 群 に 追 随 す る 際 にT 集 団 の メ ス た ち が 付 い て き て い る か

脚 注1 本 稿 で は5 歳 以 上 の メ ス 個 体 を 「 メ ス 」 と 呼 ぶ 。

7



写 真 1. 尾 を 上 げ な が らD 群 個 体 （ 右3 頭 ） に 近 づ く 「 タ イ ヨ ウ 」 （ 左 ）

(2022 年10 月3 日 撮 影 ）

を 振 り 返 っ て 確 認 す る こ と は ほ と ん ど な か っ た 。 ま た 、 毛 づ く ろ い も10 月

1 日 以 前 は 頻 繁 に 観 察 し た も の の 、D 群 追 随 中 は メ ス か ら1 回 受 け た の み

で 、 彼 は そ の メ ス に 対 し て 威 嚇 を 行 っ た 。 敵 対 的 交 渉 （ 威 嚇 ・ 攻 撃 ） の 確 認

も こ の1 回 の み だ っ た 。 た だ し 、 メ ス が 凡 群 の 他 の 中 心 オ ス やD 群 の オ ス

に 攻 撃 さ れ た 際 、 メ ス を 援 助 す る こ と は2 回 あ っ た 。

2) D 群 の 個 体 に 対 し て

a. メ ス と の 交 渉

「 タ イ ヨ ウ 」 が 尾 を 上 げ な が らD 群 の メ ス に 近 づ き （ 写 真1) 、D 群 の メ ス

た ち が 彼 か ら 逃 げ る よ う に 移 動 し て い く と い う こ と が3 日 間 で 少 な く と も

31 回 観 察 さ れ た 。5m 以 内 に 近 づ く こ と も 多 く 、 そ の 際 に メ ス に リ ッ プ ・ ス

マ ッ キ ン グ を 行 う こ と が 少 な く と も2 回 あ っ た 。 こ の 行 動 は 求 愛 デ ィ ス プ

レ イ に 用 い ら れ る こ と が あ り （ 榎 本 ，1983) 、 「 タ イ ヨ ウ 」 はD 群 の メ ス た ち

を 交 尾 に 誘 っ て い た と 思 わ れ る 。 近 づ か れ た メ ス は ほ と ん ど の 場 合 す ぐ に

彼 か ら 離 れ 、 そ の 際 に 悲 鳴 を 上 げ る 様 子 も3 回 観 察 さ れ た 。 「 タ イ ヨ ウ 」 が

メ ス に 威 嚇 し た り 攻 撃 し た り す る こ と は1 回 も な か っ た 。

b. オ ス と の 交 渉

D 群 の 周 辺 オ ス か ら 「 タ イ ヨ ウ 」 へ の 威 嚇 は7 回 観 察 さ れ 、 「 タ イ ヨ ウ 」

は そ の う ち3 回 でD 群 の オ ス か ら 逃 げ て い っ た 。 し か し 、 こ う し た 交 渉 の

後 で も 、 彼 はD 群 の メ ス に 近 づ く こ と を 止 め る こ と は な か っ た 。 一 方 で 、
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B1 群 の 他 の 中 心 オ ス と 共 にT 集 団 の 近 く に い た ワ カ モ ノ ・ オ ス とT 集 団 の

メ ス を 攻 撃 し た オ ト ナ ・ オ ス に 威 嚇 す る 様 子 は1 回 ず つ 観 察 し た 。

c. そ の 他 の 行 動

D 群 追 随 中 、1 時 間 当 た り 1. 24 回(29 回 ／23. 4 時 間 ） 「 タ イ ヨ ウ 」 の 木 揺

す り 行 動 が 観 察 さ れ た 。 こ れ は 、D 群 追 随 前 ま で の 頻 度(1 時 間 当 た り0. 03

回 ，1 回 ／33. 8 時 間 ） の40 倍 以 上 で あ る 。 木 揺 す り 行 動 は 主 に 交 尾 期 に 見 ら

れ る オ ス の 示 威 的 行 動 で あ り （ 伊 沢 ，1984) 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 自 身 の 存 在 をD

群 の 発 情 メ ス に ア ピ ー ル し て い た の だ と 思 わ れ る 。

以 上 述 べ た 「 タ イ ヨ ウ 」 の 行 動 を 総 合 す る と 、 彼 はD 群 の メ ス と の 交 尾

を 試 み て お り 、 前 年 ま で （ 山 口 ，2020b, 2022b, 2023) と 同 様 に 繁 殖 相 手 を

探 す た め にD 群 に 追 随 し て い た と 考 え ら れ る 。

4. D 群 追 随 中 のT 集 団 の メ ス た ち の 行 動 ・ 交 渉

1) 「 タ イ ヨ ウ 」 に 対 し て

D 群 追 随 中 は 、 た と え 「 タ イ ヨ ウ 」 が 走 っ て 移 動 し て も 、 基 本 的 に は ど の

メ ス も 彼 を 追 尾 し 続 け た 。 た だ し 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 突 然 長 い 距 離 を 走 っ て 移

動 し た た め に 、 一 部 の メ ス が 彼 を 見 失 っ た と 思 わ れ る 事 例 も4 例 あ っ た 。

そ の う ち1 例 で は 全 て の メ ス が 「 タ イ ヨ ウ 」 に 合 流 で き た が 、2 例 で は 一

部 の メ ス がT 集 団 に 戻 れ な か っ た （ 図lA の ② とB の ① ） 。 残 り の1 例 は10

月5 日 の 夕 方 だ が （ 図lC の ① ） 、 「 タ イ ヨ ウ 」 を 見 失 っ た メ ス の ほ と ん ど が

翌 日 早 朝 に 凡 群 の 行 動 圏 内 に お い て 「 タ イ ヨ ウ 」 の い な い 集 団 内 で 確 認 さ

れ た こ と か ら （ 第2 章 参 照 ） 、 彼 女 た ち は そ の 後 「 タ イ ヨ ウ 」 と は 合 流 で き

な か っ た と 推 察 さ れ る 。

メ ス た ち は 基 本 的 に は 「 タ イ ヨ ウ 」 と の 近 接 を 維 持 し て い た が 、 彼 がD 群

個 体 に 近 づ い た と き に は 、10~20m 離 れ て 遠 巻 き に 彼 を 見 て い る こ と が 多

か っ た 。 ま た 前 章 第1 項 で 触 れ た よ う に 、 メ ス と 「 タ イ ヨ ウ 」 と の 直 接 的

交 渉 は ほ と ん ど な か っ た 。

2) D 群 個 体 に 対 し て

a. メ ス と の 交 渉

T 集 団 の メ ス とD 群 の メ ス の 社 会 交 渉 は 確 認 さ れ ず 、10m 以 内 に 近 づ く こ

，



と も ほ と ん ど な か っ た 。 た だ し 、 島 の 南 東 部 の 海 岸 線 沿 い に あ る 複 数 の 大

き な ク ル ミ パ ッ チ でD 群 の 一 部 の 個 体 と10 分 以 上 一 緒 に 採 食 を す る 様 子 が

3 度 観 察 さ れ 、 一 番 近 い メ ス 同 士 は3m 以 内 に 近 づ く こ と も あ っ た 。 そ の 間 、

D 群 の メ ス が 嫌 が っ て 離 れ る こ と は あ っ た が 、 メ ス 同 士 の 敵 対 的 な 交 渉 は

一 度 も な か っ た 。

b. オ ス と の 交 渉

D 群 の 周 辺 オ ス か らT 集 団 の メ ス に 対 す る 敵 対 的 行 動 （ 威 嚇 ・ 攻 撃 ） は9

回 観 察 さ れ た 。 こ の う ち4 回 は2017 年 以 降 と き ど き 凡 群 に 追 随 す る こ と

も あ っ た 「 ハ ゲ オ 」 （ 伊 沢 ，2022) に よ る も の だ っ た 。 一 方 で 、 メ ス か らD 群

の オ ス に 対 す る 威 嚇 も2 回 観 察 さ れ た 。 一 つ は 凡 群 の 中 心 オ ス た ち と 一 緒

にT 集 団 の 近 く に い た ワ カ モ ノ ・ オ ス に 行 っ た も の で 、 も う 一 つ は 攻 撃 し

て き た 「 ハ ゲ オ 」 に 反 撃 し た も の だ っ た 。 こ う し た 交 渉 以 外 で は 、D 群 の オ

ス に 近 づ く こ と は ほ と ん ど な か っ た 。 た だ し 、10 月4 日 に メ ス た ち が 「 タ

イ ヨ ウ 」 を 見 失 っ た 際 （ 図1B の ① ） 、 か つ て のB1 群 の 中 心 オ ス で こ の と きD

群 の 周 辺 オ ス だ っ た 「 キ ー ル 」 （ 山 口 ，2020b, 20226) に メ ス た ち が 一 時 的

に 追 随 す る と い う 興 味 深 い 事 例 が 観 察 さ れ た 。 こ の と き は 、 「 タ イ ヨ ウ 」 以

外 の 凡 群 中 心 オ ス2 頭 が 「 キ ー ル 」 と そ れ に 追 随 し た メ ス た ち を 攻 撃 し た

た め 、 「 キ ー ル 」 へ の 追 随 は4 分 ほ ど で 終 了 し た 。

5. 多 く の メ ス が 「 タ イ ヨ ウ 」 に 追 随 し 続 け た 理 由

前 章 ま で に 見 た よ う に 、D 群 に 追 随 中 の3 日 間 、T 集 団 の メ ス と 「 タ イ ヨ

ウ 」 と の 間 に は ほ と ん ど 交 渉 が な か っ た う え 、 彼 を 見 失 わ ず に つ い て い く

た め に は 慣 れ な い 行 動 圏 外 を 長 距 離 移 動 し な け れ ば な ら な か っ た （ 図l も 参

照 ） 。 「 タ イ ヨ ウ 」 が 頻 繁 に 動 く た め 、 落 ち 着 い て 採 食 で き な い こ と も 多 か

っ た は ず だ 。 加 え て 、 上 述 し た よ う にD 群 の 周 辺 オ ス か ら 攻 撃 さ れ る こ と

も あ っ た 。 こ の よ う に 、 メ ス た ち が 「 タ イ ヨ ウ 」 と 行 動 を 共 に し 続 け る デ

メ リ ッ ト は 大 き か っ た と 考 え ら れ る に も か か わ ら ず 、 な ぜ 多 く の メ ス が 彼

に 追 随 し 続 け た の だ ろ う か 。

お そ ら く 、 先 行 研 究 （ 山 口 ，20206; Yamaguch i & Kazahar i , 2022) で 指 摘

し た よ う に 、 交 尾 期 に 顕 著 に 増 え る オ ス の 攻 撃 か ら 防 衛 し て も ら う た め 、

と い う の が 最 大 の 理 由 だ っ た と 考 え ら れ る 。 本 調 査 期 間 中 に メ ス がD 群 に

追 随 し て い な か っ た と き 、 中 心 オ ス や 追 随 オ ス か ら メ ス ヘ の 攻 撃 が 観 察 さ
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れ た 頻 度 は 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ の 内 に い る と き は0. 15 回 ／ 時 間 だ っ た の に

対 し 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が い な い と き に は0. 96 回 ／ 時 間 と6 倍 以 上 も 増 加 し た 。

こ の こ と は 、 「 タ イ ヨ ウ 」 の 存 在 が メ ス た ち に と っ て 「 用 心 棒 」 と し て 機 能

し て い た こ と を 示 し て い る 。 な お 、D 群 追 随 中 に 観 察 さ れ た オ ス か らT 集

団 の メ ス ヘ の 攻 堅 頻 度 は0. 30 回 ／ 時 間 だ っ た 。 以 上 の こ と は 、 メ ス た ち に

と っ て は 「 タ イ ヨ ウ 」 に 追 随 せ ず に オ ス か ら 攻 撃 を 受 け る 頻 度 が 増 加 す る

よ り は 、 彼 と 共 にD 群 に 追 随 し 続 け る 方 が よ か っ た 可 能 性 を 示 し て い る 。

6. T 集 団 に い た メ ス の メ ン バ ー シ ッ プ

l) ど の 家 系 の 個 体 がT 集 団 に い る こ と が 多 か っ た か

本 事 例 で は 全 て の メ ス が 最 後 ま で 「 タ イ ヨ ウ 」 に 追 随 し 続 け た わ け で は

な か っ た （ 図l) 。2019 年 交 尾 期 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ を 離 れ た 際 に 彼 に 追 随

す る こ と が 多 か っ た の は 、 彼 と 最 も 親 密 な 関 係 を 築 い て い た 恥 群 の 最 上 位

家 系 で 一 番 優 位 な メ ス 「 キ ラ ラ 」(2004 年 生 ま れ ） と 最 下 位 家 系 で 最 も 優 位

な メ ス 「 ミ コ ト 」(2003 年 生 ま れ ） 、 お よ び 彼 女 た ち の 血 縁 個 体 だ っ た

(Yamaguch i & Kazahar i , 2022) 。 こ の 傾 向 は 、2020 年 と2021 年 の 交 尾 期

も 変 わ ら な い （ 山 口 ， 未 発 表 デ ー タ ） 。

本 事 例 で も 同 様 の メ ス た ち が 「 タ イ ヨ ウ 」 に 追 随 し 続 け る こ と が 多 か っ

た か を 確 認 す る た め 、 家 系 脚 注2 ご と にT 集 団 で 確 認 さ れ た メ ス の 割 合 を 示

し た （ 表1) 。 こ の 表 か ら は 、 他 の 家 系 の メ ス に 比 べ る と 、 こ れ ま で 同 様 に

「 キ ラ ラ 」 家 系 と 「 ミ コ ト 」 家 系 の 個 体 が 「 タ イ ヨ ウ 」 に 追 随 し 続 け 、T 集

表 1. 家 系 ご と のT 集 団 に い た メ ス の 割 合

日 付 集 団 名 「 キ ラ ラ 」 家 系 「 ミ コ ト 」 家 系 そ の 他

T (~14:49) 1.00(7/7) 1.00 (4/4) 1. 00 (9/9)
10/3

T (14:49~) 0. 86 (6/7) 0. 50 (2/4) 0. 33 (3/9)

T (~]5:30) 0. 86 (6/7) 0. 50 (2/4) 0. 33 (3/9)
10/4

T (15:30~) 0. 57 (4/7) 0. 25 (1/4) 0. 33 (3/9)

10/5 T 0. 71 (5/7) 0. 50 (2/4) 0.33 (3/9)

註I) 分 母 に は10 月3 日 に 確 認 さ れ た メ ス の み を 含 め た 。

脚 注2 血 縁 度 が0. 0625 以 上 の メ ス を 同 一 家 系 と し た 。
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団 に 残 る 割 合 が 高 か っ た こ と が 分 か る 。 た だ し 、 「 ミ コ ト 」 家 系 は 分 母 が 少

な い 点 、 そ し て 「 ミ コ ト 」 自 身 は10 月3 日 の14 時49 分 （ 図lA の ② ） 以 降

T 集 団 に い な か っ た 点 は 注 意 が 必 要 で あ る 。

2) 「 キ ラ ラ 」 家 系 と 「 ミ コ ト 」 家 系 の 個 体 が 追 随 を 続 け た 理 由

な ぜ 上 記 の2 つ の 家 系 の メ ス た ち が 「 タ イ ヨ ウ 」 に 追 随 し 続 け る 割 合 が

高 か っ た の だ ろ う か 。 考 え ら れ る 理 由 の 一 つ は 、 「 タ イ ヨ ウ 」 と 親 密 な メ ス

ほ ど オ ス か ら 攻 撃 さ れ た 際 な ど に 彼 に 援 助 し て も ら え る 可 能 性 が 高 い の で 、

彼 に 追 随 す る モ チ ベ ー シ ョ ン が 高 か っ た と い う も の で あ る 。 一 方 で 、 単 に

親 密 な 個 体 ほ ど 「 タ イ ヨ ウ 」 の 近 く に い る こ と が 多 く 、 彼 を 見 失 う 可 能 性

が 低 か っ た だ け と い う 可 能 性 も あ る 。 実 際 、 本 事 例 に お い て メ ス がT 集 団

か ら 離 れ た の は 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 突 然 走 っ て 移 動 し た 際 に 一 部 の メ ス が 彼 を

見 失 っ た た め だ っ た （ 第4 章 第1 項 参 照 ） 。 特 に10 月3 日 （ 図1A の ② ） と10
月4 日 （ 図1B の ① ） の 事 例 で は 、 オ ス か らT 集 団 の メ ス ヘ の 攻 撃 も 同 時 に 確

認 さ れ て お り 、 メ ス は 攻 撃 か ら 逃 げ 回 る 必 要 も あ っ た 。 こ の よ う な 状 況 下

で は 、 「 タ イ ヨ ウ 」 と 親 密 で 近 く に い た 個 体 ほ ど 彼 を 見 失 わ ず に す む 可 能 性

が 高 か っ た の か も し れ な い 。
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金 華 山 の サ ル ・A 群 に2 日 間 追 随 し たB1 群 の 特 異 な 集 団

総 合 研 究 大 学 院 大 学 関 澤 麻 伊 沙

1. は じ め に

筆 者 が2013 年 か ら 継 続 し て 調 査 し て い るA 群 は 、 島 の 北 西 部 を 主 た る

行 動 園 と す る 群 れ で あ る 。 一 方 、B1 群 は 島 の 中 心 部 か ら 南 側 を 行 動 圏 と し

て お り 、 こ れ ま で に 両 群 の 行 動 圏 の 重 複 地 域 で あ る 山 頂 付 近 お よ び ホ テ ル

廃 屋 か ら 砂 浜 沢 に か け て 遭 遇 し た こ と は 何 度 も あ る 。 そ の と き は 、 互 い の

存 在 を 気 に す る 素 振 り は 見 せ つ つ 、 両 群 間 で と く に 攻 撃 的 な 交 渉 を 持 つ こ

と は な か っ た 。 ま た 、 コ ド モ 同 士 は 短 時 間 群 れ の 垣 根 を 越 え て 遊 ん だ り 、

B1 群 の ワ カ モ ノ ・ メ ス がA 群 の ワ カ モ ノ ・ メ ス の 後 ろ に 座 り 、 そ っ と 背 中

に 触 れ る よ う な こ と も あ っ た(A 群 の メ ス は 触 ら れ た 瞬 間 飛 び の い た ） 。 し

か し 、2022 年11 月3 日 と5 日 、B I 群 の 行 動 圏 の 外 、 し か もA 群 の 行 動

圏 の 中 心 部 でB 1 群 の サ ル た ち と 遭 遇 し た 。 初 め て の こ と な の で そ の 記 録 を

以 下 に ま と め る 。

2. 恥 群 の サ ル た ち と 遭 遇 し た 時 の 詳 細

1) 11 月3 日

前 日 にA 群 の 観 察 を 終 了 し た 神 社 の 参 道 一 体 で 群 れ を 探 し て い た と こ

ろ 、06:55 に オ ト ナ ・ メ ス4 頭 、 コ ド モ ・ メ ス1 頭 、 ア カ ン ボ ウ3 頭 の

小 集 団 を 発 見 。A 群 の 個 体 で は な か っ た た め 、 凡 群 を 長 期 観 察 し て い る

風 張 喜 子 氏 （ 北 海 道 大 学 ） ・ 山 口 飛 翔 氏 （ 京 都 大 学 ） に 写 真 を 添 え て メ ー

ル で 確 認 を 依 頼 し た と こ ろ 、 い ず れ も 圧 群 で あ る こ と が 判 明 （ 同 定 で き

た オ ト ナ ・ メ ス は 「 ミ コ ト 」 家 系 の メ ス ） 。 こ の 場 所 でB1 群 の サ ル を 観

察 し た の は 、 こ れ ま で の 調 査 で 初 め て で あ る （ 図lA) 。

そ の 小 集 団 は レ モ ン エ ゴ マ の 種子 等 を 食 べ な が ら 西 側 へ 移 動 し て い た

が 、20 分 ほ ど す る と 林 の 中 へ 走 っ て い っ た 。 そ の 後 、 筆 者 はA群 を 捜 索

し に 戻 っ た が 、12:53 、 先 ほ どB1 群 の 小 集 団 が 走 り 込 ん だ 林 よ り さ ら に

西 側 で 、 メ ス と コ ド モ で 構 成 さ れ た10 頭 程 の 集 団 が 走 っ て く る の を 発

見 。 や は りA 群 で は な か っ た た め 、 も う 一 度 山 口 氏 に 確 認 し た と こ ろ 、

同 じ くB1 群 の サ ル だ っ た （ 新 た に 同 定 で き た オ ト ナ ・ メ ス は 「 キ ラ ラ 」
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家 系 の メ ス ） 。 こ の 小 集 団 は 若 い ハ ナ レ オ ス に ず っ と 付 き ま と わ れ て い た

よ う で 、 オ ス に 追 わ れ て は 逃 げ ま ど い 、 と き に は 全 員 で 立 ち 向 か っ た り

し な が ら 、20 分 ほ ど す る と 早 朝 に 遭 遇 し た 方 向 へ 走 っ て い っ た 。

そ の 少 し 後 、 先 ほ ど 恥 群 の メ ス や コ ド モ が 来 た 方 向 か らA 群 が 現 れ

た 。 も し か し た ら 、 ハ ナ レ オ ス に 追 わ れ る ま でA 群 と 恥 群 の 小 集 団 は

近 く に い た の か も し れ な い 。 こ の 日 、 短 時 間 の 観 察 だ っ た が 小 集 団 の 中

に 第 一 位 オ ス 「 タ イ ヨ ウ 」 を は じ め オ ト ナ ・ オ ス の 姿 は 確 認 で き な か っ

た 。

2) 11 月5 日

翌4 日 はA 群 の 近 く でB1 群 の 小 集 団 は 確 認 で き な か っ た が 、 そ の 翌

日(5 日 ） 、 前 日 にA 群 を 観 察 し 終 え た 一 帯 で 群 れ を 捜 索 中 、06:41 に 神

社 の 南 側 約300m の 位 置 で10 頭 ほ ど の サ ル の 群 れ を 発 見 。 近 づ い た と

こ ろ 、A 群 で は な か っ た 。 し か し 、 す ぐ 近 く にA 群 が い た た め 、 筆 者 は

そ ち ら を 観 察 し 始 め た 。 そ の 後 、A 群 は 参 道 に 出 て 日 向 ぼ っ こ を 始 め た 。

す る と 、 先 ほ ど 見 た 集 団 がA 群 か ら10m も 離 れ て い な い と こ ろ ま で や っ

て 来 て 、 同 じ よ う に 日 向 ぼ っ こ を 始 め た 。A 群 に 最 も 近 い と こ ろ に 両 手

の 指 の 伸 び た （ 曲 が ら な い ） オ ト ナ ・ オ ス が い た た め 、3 日 と 同 様 を 写

真 に 撮 っ て 山 口 氏 に 確 認 し た と こ ろ 「 タ イ ヨ ウ 」 で あ る こ と が 判 明 。 ま

た 、 そ の 他 の 何 頭 か に つ い て も 確 認 し て も ら う と 恥 群 の 個 体 た ち で あ

り 、 こ れ が2019 年 の 交 尾 期 か ら 頻 繁 に 観 察 さ れ て き た （ 山 口 、2022) 、

「 タ イ ヨ ウ 」 と そ れ に 追 随 す る メ ス や コ ド モ で 形 成 さ れ る メ ン バ ー シ ッ

プ の 一 定 し な い 特 異 な 集 団 （ 以 下 、 こ の 特 異 な 集 団 をT 集 団 と 呼 ぶ ） で

あ る こ と が わ か っ た 。 こ の 間 筆 者 はA 群 の 観 察 を 継 続 し て い た た め 、T
集 団 の 構 成 を 詳 し く 調 べ ら れ な か っ た が 、 オ ト ナ ・ メ ス は10 頭 程 だ っ

た 。 そ の 後 、11 : 00 頃 に な る とT 集 団 はA 群 か ら 離 れ て 参 道 を 上 っ て

い っ た （ 図1B) 。

な お 、 山 口(2023) を 参 考 に す れ ば 、11 月3 日 の 小 集 団 もT 集 団 だ

っ た 可 能 性 が き わ め て 高 い 。 そ の た め 図lA の 小 集 団 の 移 動 ル ー ト もT
集 団 と 同 じ 標 記 に し た 。
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A. 11/3 B. 11/5

~m

金 山神社

→ A 群 の 移 動 ル ー ト

----► T 集 団 の 移 動 ル ー ト

図 1. 11 月3 日 お よ び5 日 のA 群 とT 集 団 の 移 動 ル ー ト

3. A 群 のT 集 団 に 対 す る 反 応

11 月3 日 に つ い て は 、A 群 とT 集 団 の 遭 遇 を 直 接 観 察 で き て い な い た

め 、 「 タ イ ヨ ウ 」 を 確 認 し た11 月5 日 の 状 況 に つ い て 以 下 に 述 べ る 。

1) 中 心 オ ス た ち

当 時A 群 に は3 頭 の 中 心 オ ス が い た が 、 ど の オ ス もT 集 団 の 方 を ち

ら ち ら と 見 つ つ も 、 近 づ い た り 、 威 嚇 や 攻 撃 の 素 振 り は 全 く 見 ら れ な

か っ た 。

2) メ ス た ち

メ ス た ち は 集 ま っ て 第 一 位 オ ス の そ ば で 団 子 状 に な っ て い た 。 そ し

て 中 心 オ ス た ち 同 様 にT 集 団 の 方 を 時 々 伺 っ て は い た が 、 特 別 な 行 動

を と る こ と は な か っ た 。 メ ス た ち が 第 一 位 オ ス の そ ば に 集 ま っ て い た

の がT 集 団 の 影 響 な の か 、 交 尾 期 で 多 く の 群 れ 外 オ ス が あ た り を う ろ

つ い て い た か ら な の か は わ か ら な い 。 そ の 団 子 状 の 集 ま り に 加 わ っ て

い な い 数 頭 はT 集 団 の い る 方 向 と は 反 対 方 面 に 広 が り 、 毛 づ く ろ い を

し た り 、 日 に 当 た り な が ら 横 た わ っ て 休 ん だ り と リ ラ ッ ク ス し た 様 子

だ っ た 。
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3) コ ド モ た ち

コ ド モ た ち は 多 く が 母 親 や 血 縁 個 体 の そ ば に い て 、 一 緒 に 第 一 位 オ

ス の と こ ろ で 団 子 状 に な っ て い た り 、 毛 づ く ろ い を し た り し て い て 、

か つ て 両 群 の 行 動 圏 の 重 複 地 域 で 観 察 し た よ う に 、T 集 団 の コ ド モ た

ち に 近 づ い て い っ た り 、 遊 び に 誘 う よ う な 様 子 は な か っ た 。

4. 追 随 し たT 集 団 の 反 応

1) 「 タ イ ヨ ウ 」 の 様 子

「 タ イ ヨ ウ 」 はA 群 に 最 も 近 づ い て い た 。 常 にA 群 の 方 を 伺 っ て お

り 、5m ほ ど の 位 置 ま で 近 づ い て き た と き も あ っ た が 、A 群 の 個 体 に 対

し て 何 か 交 渉 を 持 と う と す る 様 子 は な か っ た 。T 集 団 の メ ス や コ ド モ か

ら 毛 づ く ろ い を 受 け る こ と も あ っ た 。

2) メ ス と コ ド モ

メ ス と コ ド モ は タ イ ヨ ウ の 後 方 で 休 息 し た り 、 毛 づ く ろ い し 合 っ た

り し て い た 。 そ し て 常 に 「 タ イ ヨ ウ 」 を 気 に し て い て 、 か れ が 少 し 移

動 す る と そ れ に つ い て 動 き 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 腰 を 下 ろ す と そ こ で 休 息 す

る と い う こ と を 繰 り 返 し 、 落 ち 着 き の な い 様 子 だ っ た 。

5. 今 回 の 遭 遇 か ら 考 え ら れ る こ と

以 上 述 べ た 出 来 事 は 、10 年 間A 群 を 継 続 調 査 し て き た 筆 者 に と っ て 、 ニ

つ の 点 で 初 め て の こ と だ っ た 。 一 つ は 、 今 回 の 遭 遇 が 起 き た 場 所 はA 群 の

行 動 圏 の 中 心 部 で あ り 、 季 節 問 わ ず 使 用 す る エ リ ア で あ る 。 メ ス は 生 ま れ

て か ら 死 ぬ ま で 同 じ 群 れ で 生 活 す る の で 、B1 群 の メ ス た ち に と っ て は 神 社

は 行 動 圏 外 で あ り 、 地 理 的 な 感 覚 も 乏 し か っ た と 考 え ら れ る 。11 月5 日 に

落 ち 着 き な く 「 タ イ ヨ ウ 」 に く つ つ い て 動 い て い た の は 、 良 く 知 ら な い 場

所 へ の 不 安 な 気 持 ち が あ っ た か ら な の か も し れ な い 。 先 に 述 べ た11 月3 日

の 小 集 団 は 、 当 時 のT 集 団 の 広 が り の 一 部 で は な く 、 慣 れ な い 土 地 で 「 タ

イ ヨ ウ 」 や 他 の 個 体 と は ぐ れ て し ま っ た の か も し れ な い 。

も う 一 つ は 、T 集 団 がA 群 に 追 随 す る よ う に 動 い た こ と で あ る 。 こ れ ま

で 両 群 が 行 動 園 の 重 複 地 域 で 遭 遇 し た 際 に は 、 互 い に 干 渉 せ ず 、 し ば ら く

す る と ゆ っ く り 別 の 方 向 に 離 れ て い た 。 そ れ が11 月5 日 に はT 集 団 がA 群

に 後 ろ か ら 付 い て 行 く よ う に 動 い て い た 。 こ れ は 交 尾 期 で だ っ た こ と が 関
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係 し て い る の か も し れ な い 。 こ こ 数 年 の 「 タ イ ヨ ウ 」 は 、 交 尾 期 に な る と

群 れ を 離 れ 、 他 群 に 追 随 す る と い う こ と を 繰 り 返 し て い た の で （ 山 口 、2022)

今 年 も 同 様 の 行 動 を と り 、 こ の 日 はA 群 に 追 随 し て い た の か も し れ な い 。

そ う す る と 、T 集 団 の 個 体 は 単 に 「 タ イ ヨ ウ 」 に つ い て き た だ け で あ り 、

何 か 食 べ た い も の が あ る と か 、 休 む の に 適 し た 場 所 が あ る と か 、 そ う い っ

た 特 段 の 目 的 は な か っ た の だ ろ う 。 交 尾 期 に な る と 他 群 に 追 随 し 、 そ の 後

は あ っ さ り と 群 れ に 戻 る 「 タ イ ヨ ウ 」 の 行 動 は 非 常 に 興 味 深 く 、Yama guch i

& Kazahar i (2022) が 指 摘 す る よ う に 、 メ ス た ち と の 関 係 性 も 大 い に 関 わ

っ て い る の だ ろ う 。
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金 華 山 の サ ル ・ 行 動 圏 を 越 え てB2 群 に 追 随 し たB1 群

京 都 大 学 山 口 飛 翔

l ． は じ め に

筆 者 は2022 年11 月18 日 か ら11 月20 日 ま で 金 華 山 の サ ル の 総 個 体 数 を

調 べ る 秋 季 一 斉 調 査 の 一 環 と し て 、 金 華 山 凡 群 の 調 査 を 行 っ た が 、11 月20

日 に 第 一 位 オ ス 「 タ イ ヨ ウ 」 （ 山 口 ，2023a) を 含 む 群 れ の 本 体 （ 以 下 、 群 れ ）

が8 時 間 以 上 に わ た り 、 か つ 自 ら の 行 動 圏 を 離 れ て 恥 群 に 追 随 し 続 け る と

い う 事 例 を 観 察 し た （ 関 ，2023 も 参 照 ） 。 こ の 事 例 は 、D 群 に 対 す る 事 例 （ 山

口 ，2023b) やA 群 に 対 す る 事 例 （ 関 沢 ，2023) な ど と は 異 な り 、 ほ と ん ど 全

て のB1 群 の 個 体 が 他 群 に 追 随 し 、 か つ 途 中 で 群 れ か ら 離 れ る 個 体 が い な か

っ た と い う 点 で 特 異 的 で あ る 。 以 下 に そ の 一 部 始 終 を ま と め る 。

2. 事 例 の 概 要

11 月19 日 ま で

「 タ イ ヨ ウ 」 は11 月18 日 と19 日 は 終 日 群 れ の 内 で 確 認 さ れ た 。 そ の 他

の 個 体 も 、 交 尾 期 に 群 れ か ら 離 れ る こ と が 多 い 「 ア カ ネ 」 家 系 の 個 体 （ 山 口 ，

2020,2022a) な ど の 一 部 の メ ス を 除 き 、 全 て の 個 体 が 両 日 と も 確 認 さ れ た 。

11 月20 日

こ の 日 も 前 日 ま で と ほ と ん ど 同 じ 個 体 構 成 だ っ た 。 そ の 構 成 を 表l に 示

し た 。 ま た 、 凡 群 の 移 動 ル ー ト を 図1 に 示 し た 。

恥 群 は09: 10 前 後 に 比 群 と エ ン カ ウ ン ト（ 図lA の ① ） 。 そ の 後 は 、 島 の

北 東 部 の 急 峻 で 入 り 組 ん だ 海 岸 線 の 斜 面 で 筆 者 が 群 れ を ロ ス ト す る14:58

表 1. B1 群 で 確 認 さ れ た 個 体 の 構 成

群 れ オ ス
メ ス

オ ト ナ1 ヮ カ モ ノ I 4 歳 3 歳

コ ド モ

3 15 3 5

2 歳

゜
1 歳

ア カ ン ボ ウ

〇 11

註 ） オ ト ナ は7 歳 以 上 、 ワ カ モ ノ は5-6 歳 。 こ の 他 に 凡 群 に 追 随 し て い た オ ス は18 日 が

13 頭 、19 日 が10 頭 だ っ た 。20 日 は 正 確 な 記 録 が な い も の の 、 同 程 度 い た と 思 わ れ る 。

た だ し 、 彼 ら は 恥 群 と エ ン カ ウ ン ト し た 後 はB1 群 に 追 随 し な か っ た 。
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図 1. 11 月20 日 の 凡 群 の 移 動 ル ー ト

ま で 、 恥 群 に 追 随 し 続 け た 。 こ の 間 、 凡 群 で 確 認 で き な く な っ た 個 体 は 一

頭 も い な か っ た 。 ま た 、 ほ と ん ど の 時 間 、 群 れ の 視 界 内 に は 恥 群 の 個 体 が

確 認 さ れ 、 群 れ は 「 タ イ ヨ ウ 」 を 先 頭 に 行 動 圏 外 に 出 て も 恥 群 の 後 を 追 い

続 け た 。

3. 恥 群 追 随 中 の 「 タ イ ヨ ウ 」 の 行 動 ・ 交 渉

l) 自 群 の メ ス た ち に 対 し て

恥 群 と エ ン カ ウ ン ト し た 直 後 に 数 分 間 メ ス と 毛 づ く ろ い を し た が 、 そ の

後 は 採 食 中 を 除 け ば ほ と ん ど の 時 間 恥 群 の 方 を 注 視 し て お り 、 自 群 の メ ス

た ち と の 社 会 交 渉 は 一 度 も 観 察 さ れ な か っ た 。 ま た 、 恥 群 に 追 随 す る 際 に

自 群 の メ ス た ち が 付 い て き て い る か を 振 り 返 っ て 確 認 す る こ と も ほ と ん ど

な か っ た 。

2) 恥 群 の 個 体 に 対 し て

a. メ ス と の 交 渉

恥 群 の サ ル はD 群 に 比 べ る と 人 馴 れ し て い な い た め 、 筆 者 は 比 群 か ら は

可 能 な 限 り 距 離 を 置 い て 観 察 を 行 っ た 。 そ の た め 、 正 確 な 回 数 を カ ウ ン ト

す る こ と は で き な か っ た が 、D 群 追 随 時 （ 山 口 ，2023b) と 同 様 に ［ タ イ ヨ ウ 」
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写 真1 ． 恥 群 に 近 づ い て い く 「 タ イ ヨ ウ 」 と そ れ に 追 随 す るB1 群 の 個 体

点 線 で 囲 ま れ て い る の が 「 タ イ ヨ ウ 」 、 彼 の 前 方 に い る の が 恥 群 の 個 体 、 後 方 に い る

の がB ， 群 の 個 体 で あ る 。

が 尾 を 上 げ な が ら 恥 群 の メ ス に 近 づ き （ 写 真1 も 参 照 ） 、 恥 群 の メ ス た ち

が 彼 か ら 逃 げ る よ う に 移 動 す る 様 子 を 繰 り 返 し 確 認 し た 。 一 方 で 、 恥 群 の

メ ス た ち はD 群 の メ ス た ち よ り も 近 づ か れ た 際 に 離 れ る の が 早 く 、D 群 と

の と き の よ う に 「 タ イ ヨ ウ 」 が メ ス の5m 以 内 に 近 づ く よ う な こ と は ほ と ん

ど な か っ た 。 ま た 、 両 者 の 間 で 社 会 交 渉 は 一 度 も 観 察 さ れ な か っ た 。

b. オ ス と の 交 渉

恥 群 の オ ス は 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 近 づ く と メ ス と 共 に す ぐ に 離 れ る よ う に 移

動 し て し ま う こ と が ほ と ん ど だ っ た 。 そ の た め 、 彼 ら と 交 渉 で き る ほ ど 近

づ く こ と は ほ と ん ど な く 、 両 者 の 間 に 社 会 交 渉 は 一 度 も 観 察 さ れ な か っ た 。

C. そ の 他 の 行 動

恥 群 に 追 随 中 、1 時 間 当 た り0. 59 回(5 回 ／8.48 時 間 ） 「 タ イ ヨ ウ 」 の 木

揺 す り 行 動 が 観 察 さ れ た 。 こ れ は 、D 群 追 随 時 ( 1. 24 回 ／ 時 間 ） よ り は 少 な

い も の の 、D 群 追 随 前(9 月25 日 か ら10 月1 日 ，0. 03 回 ／ 時 間 ） や 恥 群 追

随 前(11 月18 日 か ら19 日 ，0 回 ／ 時 間 ） よ り も 顕 著 に 多 か っ た 。D 群 追 随

時 （ 山 口 ，2023b) と 同 様 に 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は 木 揺 す り 行 動 に よ っ て 自 身 の 存
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在 をB2 群 の メ ス に ア ヒ゜ ー ル し て い た の だ ろ う 。 こ の こ と か ら 、 「 タ イ ヨ ウ 」

は 繁 殖 相 手 を 求 め て 恥 群 を 追 随 し 続 け た の だ と 考 え ら れ る 。

4. 82 群 追 随 中 の81 群 の メ ス た ち の 行 動 ・ 交 渉

1) 「 タ イ ヨ ウ 」 に 対 し て

全 て の メ ス が 調 査 終 了 時 ま で 恥 群 の 後 を 追 う 「 タ イ ヨ ウ 」 に 追 随 し 続 け

た （ 写 真l も 参 照 ） 。 ま た 、 本 事 例 で はD 群 追 随 時 （ 山 口 ，2023b) の よ う に

「 タ イ ヨ ウ 」 が 突 然 走 っ て 移 動 す る こ と が な か っ た た め 、 メ ス が 彼 を 見 失 う

こ と は な か っ た 。 一 方 で 、 第3 章 第1 項 で 触 れ た よ う に 、 彼 と の 社 会 交 渉

は 毛 づ く ろ い が 一 度 観 察 さ れ た の み だ っ た 。

2) 恥 群 の 個 体 に 対 し て

「 タ イ ヨ ウ 」 が 近 づ く と す ぐ に 比 群 の 個 体 が 離 れ て 行 っ て し ま う た め 、

メ ス が 恥 群 の 個 体 の10m 以 内 に 近 づ く よ う な こ と は ほ と ん ど な か っ た 。 そ

の た め 、 社 会 交 渉 も 一 度 も 観 察 さ れ な か っ た 。

5. D 群 追 随 時 と の 比 較

類 似 点 と し て は 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 凡 群 の メ ス に 構 わ ず 繁 殖 相 手 を 求 め て

他 群 を 長 時 間 追 随 し 続 け 、 そ れ に メ ス た ち が 追 随 し 続 け た こ と が 挙 げ ら れ

る 。 相 違 点 と し て は 、 ま ず 恥 群 追 随 時 に はD 群 の と き ほ ど 両 群 の 個 体 が 近

づ く こ と が な く 、 そ の 結 果 社 会 的 な 交 渉 が 観 察 さ れ な か っ た 点 が あ る 。 こ

の 理 由 と し て は 、 ① 「 タ イ ヨ ウ 」 が 頻 繁 に 追 随 し て い る と 思 わ れ るD 群 （ 山

口 ，2023a) に 比 べ る と 、B2 群 の 個 体 は 彼 を 見 慣 れ て い な か っ た た め 、 彼 が

近 づ く こ と を 嫌 が る 傾 向 が よ り 強 か っ た 、 ②B2 群 は 個 体 数 がD 群 の 半 分 以

下 の た め （ 伊 沢 ，2022) 、 凡 群 に 対 す る 替 戒 性 がD 群 よ り も 高 か っ た 、 ③B2

群 はD 群 に 比 べ る と 人 馴 れ し て い な い た め 、D 群 よ り も 筆 者 か ら 離 れ よ う

と す る 傾 向 が 強 く 、 結 果 的 に 凡 群 か ら も 離 れ る 傾 向 が 強 く な っ た な ど が 考

え ら れ る 。 な お 、 こ れ ら の 三 つ は 互 い に 背 反 で は な い 。 ③ に つ い て は 、 こ

の 日 はD 群 追 随 時 と 異 な り 調 査 者 が2-3 人 （ 筆 者 と 少 な く と も も う 一 人 ）

い た こ と も 影 響 し て い る か も し れ な い が 、 恥 群 の サ ル が 調 査 者 を 気 に し て

い る 素 振 り は ほ と ん ど な か っ た 。

も う 一 つ の 相 違 点 は 、 今 回 の 事 例 で はD 群 追 随 時 と 異 な り 途 中 で 群 れ か
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ら 離 れ る メ ス が い な か っ た こ と が 挙 げ ら れ る 。 こ の 理 由 と し て は 、 前 章 第

1 項 で も 触 れ た よ う に 、 本 事 例 で はD 群 追 随 時 の よ う に 「 タ イ ヨ ウ 」 が 突

然 長 い 距 離 を 走 っ て 移 動 す る こ と が な か っ た こ と が 挙 げ ら れ る 。D 群 追 随

時 に 「 タ イ ヨ ウ 」 が 走 っ て 移 動 し た の は 、 目 当 て の メ ス の 近 く に 移 動 し た

か っ た と 思 わ れ る と き や 、D 群 の オ ス か ら 威 嚇 を 受 け た と き だ っ た 。 本 事 例

で は 「 タ イ ヨ ウ 」 が 十 分 に 近 づ く 前 にB2 群 個 体 が 離 れ て し ま っ た た め 、 そ

も そ も こ う し た こ と が 起 こ る 可 能 性 が 低 か っ た と 考 え ら れ る 。

た だ し 、 本 事 例 で は 筆 者 が 群 れ を 見 失 っ て し ま っ た た め 、D 群 追 随 時 に 比

べ る と 短 い 時 間 し か 観 察 を 行 え な か っ た 。 ま た 、11 月21 日 以 降 は 調 査 を

行 わ な か っ た た め 、 そ の 後 ど の く ら い 凡 群 の 個 体 が 恥 群 に 追 随 し 続 け た か

は 不 明 で あ る 。 筆 者 が 観 察 で き な く な っ た 後 に も さ ら に 恥 群 を 追 随 し 続 け 、

メ ス の 一 部 が 「 タ イ ヨ ウ 」 の い る 集 団 か ら 離 れ る こ と が あ っ た 可 能 性 は 十

分 に 考 え ら れ る 。 た だ し 、D 群 追 随 時 に 利 用 し た 島 の 南 東 部 は 、2019 年 以

降 「 タ イ ヨ ウ 」 が 頻 繁 に 利 用 し お り （ 山 口 ，2023a) 、 そ れ に 追 随 す る こ と

が あ っ た 一 部 の メ ス （ 山 口 ，2022b; Yamaguch i & Kazahar i , 2022 を 参 照 ）

に と っ て は 多 少 馴 染 み の あ る 場 所 だ っ た 可 能 性 が あ る 一 方 で 、 今 回 利 用 し

た 場 所 は メ ス た ち に と っ て お そ ら く 全 く 馴 染 み が な い 地 域 が 多 か っ た と 考

え ら れ る 。 そ の た め 、 今 回 の 方 がD 群 の と き よ り も メ ス た ち が 「 タ イ ヨ ウ 」

と 近 接 を 維 持 し よ う と す る 傾 向 が 強 く 、 「 タ イ ヨ ウ 」 の い る 集 団 か ら 離 れ る

メ ス が い な か っ た 可 能 性 も あ る 。
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金 華 山 の サ ル ・B2 群 に 追 随 し たB1 群

-B2 群 側 か ら 見 た 両 者 の 関 係 ー

合 同 会 社 東 北 野 生 動 物 保 護 管 理 セ ン タ ー 関 健 太 郎

1. は じ め に

2022年11 月18 日 か ら11 月21 日 に 実 施 さ れ た 金 華 山 秋 期 一 斉 調 査 （ 島 の サ

)レ の 総 個 体 数 調 査 ） で 、 筆 者 はB 2 群 を 担 当 し 、11 月20 日 に 恥 群 と そ れ に

追 随 す る 恥 群 を 観 察 す る 機 会 を 得 た 。 残 念 な が ら 、 筆 者 は 恥 群 の 個 体 数

カ ウ ン ト を 終 え た 後 、 ま だ カ ウ ン ト 出 来 て い な い ら群 の 調 査 の サ ポ ー ト に

向 か っ た の で 、 両 群 の 観 察 時 間 は 約2時 間 半 と 短 か っ た が 、 筆 者 に と っ て は

非 常 に 興 味 深 い 観 察 （ 体 験 ） だ っ た の で 、 そ の 状 況 を 以 下 に 記 す 。

2 ． 事 の 顛 末

11 月20 日 、 筆 者 は 朝 か ら 恥 群 を 捜 し て い た が 、 恥 群 の 調 査 を 行 っ て い た

山 口 飛 翔 氏 （ 京 都 大 学 ） か ら 、 第 一 位 オ ス 「 タ イ ヨ ウ 」 を 含 むB1 群 がB 2

群 ら し き 群 れ に 追 随 し て い る と の 連 絡 が あ り 、11 時40 分 頃 に 主 稜 の 山 頂 よ

り 北 に あ る 山 神 社 へ 向 か い 、 彼 と 合 流 。

合 流 当 初 、 筆 者 は 恥 群 の 個 体 数 の フ ル カ ウ ン ト が 首 尾 よ く で き る か 心 配

だ っ た 。 と い う の も 、 以 前 、 恥 群 の 調 査 中 に 東 海 岸 の 千 畳 敷 一 帯 でD 群 と

エ ン カ ウ ン ト し た こ と が あ り 、 そ の 時 の 状 況 を 思 い 出 し た か ら だ 。

当 時 、 恥 群 の 個 体 数 は15 頭 ほ ど だ っ た の に 対 し 、D 群 は60頭 ほ ど と 群 れ

の 規 模 が 大 き か っ た 。 そ の こ と も 影 響 し て か 、 エ ン カ ウ ン ト 時 に は 恥 群 の

サ ル た ち は コ ン パ ク ト に ま と ま り 、D 群 の 様 子 を 気 に し な が らD 群 が 通 り

過 ぎ る の を 待 っ て い た 。 し か し そ の 後 、D 群 の 群 れ の 広 が り に 恥 群 が 半 ば

飲 み 込 ま れ る よ う な 形 と な り 、D 群 の 周 辺 オ ス と 思 わ れ る 若 い オ ス が 近 づ

い て き て 恥 群 の オ ト ナ ・ オ ス が 走 っ て 追 い 払 っ た り 、D 群 の コ ド モ と 恥 群

の コ ド モ が 遊 ん だ り と 、 一 時 二 つ の 群 れ の 個 体 が 入 り 混 じ る 状 態 と な っ た

の だ 。 筆 者 は 当 時 恥 群 を 継 続 調 査 中 だ っ た の で 、 全 て の 個 体 を 識 別 で き 、

ど ち ら の 群 れ の サ ル か 区 別 で き た の だ が 、 現 在 は 以 後 の 空 白 期 間 が 長 く 、

一 頭 も 識 別 が で き て い な い 。 そ の と き と 同 様 に 恥 群 と 恥 群 が 入 り 混 じ っ

た 状 態 と な っ て い た ら 、 た と え 良 好 な カ ウ ン ト 条 件 に 恵 ま れ て も 、 ど こ か
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ら ど こ ま で が 恥 群 の 個 体 な の か を 区 別 で き る 自 信 が な か っ た か ら で あ る 。

と こ ろ が 実 際 に 観 察 を 始 め る と 、 す ぐ に そ ん な 心 配 は 無 用 な こ と が 分 か

っ た 。 尾 根 上 か ら 斜 面 を 覗 く と 、 恥 群 の サ ル た ち が 広 が っ て い て 、 先 頭(B

2 群 に 最 も 近 い 所 ） に は 第 一 位 オ ス 「 タ イ ヨ ウ 」 が い た 。 そ し て 、 そ の 斜 面

下 方 、 約30m の 所 で 恥 群 が 採 食 し て い る 。 「 タ イ ヨ ウ 」 は ま さ に 追 随 オ ス の

様 相 で 、 無 闇 に 恥 群 と の 距 離 を 詰 め た り せ ず 、 少 し 離 れ て じ っ と 恥 群 の

サ ル た ち の 様 子 を 見 て い る 。 そ の 背 後 （ 斜 面 上 方 ） に は 恥 群 の サ ル た ち が

わ ら わ ら と 居 た が 、 「 タ イ ヨ ウ 」 よ り 先 、 恥 群 の よ り 近 く に 行 っ て い る 個 体

は い な い 。 一 方B 2 群 の サ ル た ち は 、 前 述 し たD 群 と の エ ン カ ウ ン ト の と き

と 同 様 に コ ン パ ク ト に ま と ま り 、 恥 群 の 様 子 を し き り に 気 に し な が ら も 地

面 で 草 本 類 を 採 食 し て い る 。 そ の よ う な 状 況 な の で 、 両 群 の 個 体 が 入 り 混

じ る こ と は な く 、2群 の 境 界 は 明 白 だ っ た 。

筆 者 は 恥 群 の 個 体 数 を カ ウ ン ト す る た め 、 よ く 人 馴 れ し たB I 群 の サ ル

た ち を 追 い 抜 き 、 恥 群 と 「 タ イ ヨ ウ 」 の 間 に 入 る 。 現 在 恥 群 に は 継 続 調 査

中 の 調 査 員 は お ら ず 、 主 な 遊 動 域 は 観 光 客 の 立 ち 入 り が な い 島 の 東 側 斜 面

で あ る た め 、 恥 群 に 比 べ る と 人 馴 れ し て い な い 。 そ の た め 普 段 は 筆 者 が20m

ほ ど ま で 近 づ く と 避 け る よ う に 移 動 す る 個 体 が 多 い が 、 こ の 日 は 恥 群 に 注

意 が 向 い て い る こ と も あ っ て か 、 筆 者 の 接 近 に 対 す る 警 戒 心 が い つ も よ り

鈍 い よ う に 感 じ た 。

先 頭 の 「 タ イ ヨ ウ 」 の 周 囲 に 恥 群 の サ ル が 集 ま り だ す と 、 恥 群 は 足 早 に

移 動 を 始 め る 。B 2 群 を 追 尾 す る 筆 者 の 後 ろ に は 、 交 尾 期 で 顔 を 真 っ 赤 に し

た 「 タ イ ヨ ウ 」 が ま っ す ぐ 恥 群 を 見 つ め な が ら 歩 き 、 そ の 背 後 に は 恥 群

の サ ル た ち が 連 な る 。 そ の 後 ろ 恥 群 を 追 尾 す る 山 口 氏 の 姿 も 見 え る 。 筆 者

を 含 め サ ル と 人 が 隊 列 を 組 ん で い る よ う で 、 め っ た な こ と で は 目 に 出 来 な

い ‘‘ 素 敵 な ’' 光 景 で あ る 。 恥 群 の サ ル た ち の 連 な り が ま ば ら に な る と 、B
2 群 は 移 動 を や め て 再 び 採 食 を 始 め 、 「 タ イ ヨ ウ 」 も 恥 群 か ら 少 し 距 離 を と

っ て 停 ま る 。 し ば ら く す る と か れ の 傍 ら に 恥 群 の オ ト ナ ・ メ ス が ち ょ こ ん

と 座 り 、 か れ に グ ル ー ミ ン グ を 始 め る 。 そ の 間 も 「 タ イ ヨ ウ 」 は 恥 群 の 方

を じ っ と 見 つ め た ま ま だ 。 い っ た い な ん な ん だ 、 こ の オ ス は … 。

観 察 中 、 上 記 の よ う な 移 動 を 何 度 も 繰 り 返 し た た め 採 食 や 休 息 で 一 ヶ 所

に 留 ま る 時 間 は 短 く 、 移 動 ス ピ ー ド は 速 か っ た 。

例 年 だ と 、 こ の 時 期 は 群 れ が 採 食 し な が ら 広 が っ て 移 動 す る こ と が 多 い
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の で 、 フ ル カ ウ ン ト に 大 変 苦 労 す る の だ が 、 こ の 日 の 恥 群 は 恥 群 に 追 わ

れ る よ う な 形 で ま と ま っ て 移 動 し て く れ た の で 、 約2 時 間 半 の 観 察 中 に3 回

も 良 好 な カ ウ ン ト の 機 会 が あ っ た 。 恥 群 の メ ス の 中 に 明 ら か に 発 情 し て い

る と わ か る 個 体 は い な か っ た 。 メ ス や コ ド モ は 恥 群 の 様 子 を 終 始 気 に し て

い た が 、 群 れ 全 体 が 走 り 出 し て 一 気 に 逃 げ る と い っ た 行 動 は と ら な か っ た 。

ま た 、 観 察 中 に 両 群 の 個 体 間 で 具 体 的 な 交 渉 は な に も 見 ら れ な か っ た 。B2

群 に は 群 れ オ ス は2頭 い た が 、 恥 群 の 「 タ イ ヨ ウ 」 や そ の 他 の オ ス 、 メ ス や

コ ド モ に 対 し 、 威 嚇 し た り 追 い 払 っ た り す る 行 動 も 観 察 さ れ な か っ た 。 お

そ ら く 、 相 手 が 「 タ イ ヨ ウ 」 の み で あ れ ば 近 づ い て い っ て 追 い 払 い 、 群 れ

オ ス （ 中 心 オ ス ） と し て の 役 割 を 果 た し た の だ ろ う が 、 「 タ イ ヨ ウ 」 の 背 後

に は40頭 を 超 え る 恥 群 の サ ル た ち が い る の で 手 を 出 せ な い の だ ろ う （ 「 タ

イ ヨ ウ 」 が 無 闇 に 恥 群 と の 距 離 を 詰 め な い “ わ き ま え た 追 随 オ ス ” だ っ た

こ と も 関 係 し て い る の か も し れ な い ） 。

そ し て 、 筆 者 は 無 事 恥 群 の フ ル カ ウ ン ト を 終 え 、 応 群 の 調 査 を サ ポ ー ト

す る た め14 時 頃 に 後 ろ 髪 を 引 か れ る 思 い で “ 素 敵 な ” 隊 列 を 離 脱 し た 。

3. 恥 群 の サ ル た ち の 様 子

こ の 観 察 時 のBI 群 の サ ル た ち の 行 動 に つ い て は 山 口 氏 が 詳 細 を ま と め て

い る が （ 山 口 ，2023) 、 最 後 に 筆 者 か ら 見 た か れ ら の 行 動 に つ い て も 記 し て

お く 。

以 前 、 恥 群 に 新 た な オ ス が 群 れ オ ス と し て 移 入 し て 間 も な い 頃 、 そ の オ

ス に 率 い ら れ る 形 で 恥 群 が 普 段 利 用 し な い 島 の 南 端 東 ノ 崎 の 近 く ま で “ 遠

征 ” す る 様 子 を 観 察 し た こ と が あ る 。 当 時 の 主 要 な 利 用 地 域 か ら 離 れ る に

つ れ て 、 メ ス た ち は し き り に 嗚 き 交 わ し た り 、 後 ろ を 振 り 返 っ た り と い っ

た 行 動 を と る よ う に な っ た が 、 オ ス は そ の よ う な メ ス た ち を 気 に す る 様 子

も な く 進 ん で し ま う の で メ ス た ち は つ い て い く 。 筆 者 か ら 見 れ ば メ ス た ち

は “ 困 惑 し て い る ” 様 子 だ っ た 。

今 回 の 観 察 時 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は 恥 群 の 主 な 利 用 地 域 を 離 れ て も な お 恥 群

に 追 随 し 続 け 、 筆 者 が 隊 列 を 離 脱 し た 時 点 で す で に 凡 群 の 行 動 圏 の 外 、 島

の 東 側 斜 面 の 中 腹 近 く ま で 移 動 し て い た 。 し か も そ の 後 、 東 海 岸 ま で 降 り

た と い う か ら 駕 き で あ る 。 そ の 間 、 少 な く と も 「 タ イ ヨ ウ 」 の 周 り に い る

先 頭 集 団 の メ ス や コ ド モ に “ 困 惑 し て い る ” 様 子 は 見 受 け ら れ な か っ た 。
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筆 者 は 普 段 の 「 タ イ ヨ ウ 」 とB1 群 の サ ル た ち と の 関 係 性 を 観 察 し た こ と は

な い が 、 こ の 行 動 か ら は メ ス や コ ド モ の 「 タ イ ヨ ウ 」 に 対 す る 厚 い 信 頼 を

感 じ た 。
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金 華 山 の サ ル ・3 群 が 合 体 し て 長 距 離 移 動 し た 事 例 の 検 討

宮 城 の サ ル 調 査 会 伊 沢 紘 生

l. は じ め に

著 者 は1982 年6 月 か ら 金 華 山 の サ ル の 継 続 調 査 を 開 始 し た が 、 そ の 年 の

12 月20 日 （ 交 尾 期 ） 、 当 時 島 に い た4 群(A. B.C.D 群 で 、B 群 とC 群 は 分

裂 す る 前 ） の う ちA 群 を 除 く3 群 が 次 々 に 合 流 し 、 行 列 を な し てA 群 固 有

の 遊 動 域 へ 雪 崩 れ 込 む よ う に 長 距 離 移 動 し た 。 そ の 光 景 は 筆 者 に 驚 き と そ

れ 以 上 の 感 動 を 与 え 、 今 で も 脳 裏 に 鮮 明 に 焼 き 付 い て い る 。 し か し 、 以 後

の40 余 年 間 、 筆 者 を 含 め 非 常 に 多 く の サ ル 研 究 者 の 誰 一 人 と し て 、 こ の よ

う な 、3 群 の 一 時 的 な 合 体 と 長 距 離 移 動 と い う 特 異 な 群 間 の あ り よ う や 他

群 固 有 の 遊 動 域 へ の3 群 同 時 侵 入 を 目 撃 し て い な い 。

大 集 団 で の 行 列 を 観 察 し た の は 継 続 調 査 を 開 始 し て か ら わ ず か 半 年 後 で 、

当 時30 万 人 と も50 万 人 と も 言 わ れ た 参 拝 客 や 観 光 客 と 遭 遇 す る 機 会 の 多

い 黄 金 山 神 社 一 円 が 遊 動 域 のA 群 を 除 き 、3 群 は あ ま り 人 馴 れ し て い な か

っ た 。 そ の た め 、 筆 者 を 含 む 調 査 者4 名 が 群 れ を 分 担 し て の 追 尾 調 査 と い

う 、 人 為 的 影 響 下 で の 例 外 的 な 出 来 事 と し て 、 以 後 こ の 事 例 に つ い て 深 く

考 え る 機 会 を 筆 者 は 持 た な か っ た 。

と こ ろ が 昨 年(2022 年 ） の 交 尾 期 、2 人 の 調 査 者 が2 群 の 見 事 な 隊 列 を

観 察 し た 。 詳 し く は 彼 等 が 本 号 に 執 筆 し て い る の で そ れ を 参 照 さ れ た い が

（ 山 口 ，2023 、 関 ，2023) 、 そ の 事 例 を 群 れ の ま と ま り の 根 幹 を な す ‘‘ 頼 る

頼 ら れ る 関 係 ’ ＇ （ 伊 沢 ，1982. 2009) と “ 地 縁 集 団 ” （ 伊 沢 ，2009.2020b) と

い う 二 つ の 概 念 に 照 ら し て 考 察 す る に は 、 一 方 で1982 年 の 事 例 も 同 様 の 観

点 か ら 検 討 し て お く こ と が 必 要 だ と 筆 者 は 判 断 し た 。 そ の 結 果 を 以 下 に 整

理 す る 。

2. 1982 年 の 事 例 の 詳 細

こ こ で 取 り 上 げ る 事 例 の 報 告 は 伊 沢(1983. 2009) に あ る が 、 上 記 し た ニ

つ の 観 点 か ら 検 討 を 加 え る に は 、 ま ず も っ て 当 時 の 状 況 を 可 能 な 限 り 詳 し

く 記 述 し 直 さ な け れ ば ど う し よ う も な い 。 あ ま り に 古 い 事 例 な の で 不 明 な

点 は い く つ も あ る が 、 当 時 の フ ィ ー ル ド ノ ー ト や 他 の 調 査 者 へ の 聞 き 取 り
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や 関 連 賓 料 を 参 考 に 、 時 系 列 に 沿 っ て で き る 限 り の 復 元 を 行 う 。

前 日 の1982 年12 月19 日 、09:46 に ヘ ン グ レ （ 以 下 、 地 名 は す べ て 図l

参 照 ） の す ぐ 南 側 でB 群 とD 群 が 近 接 状 態 で い る の を 発 見 。 両 群 は し ば ら

く そ の 状 態 を 保 っ た ま ま 南 へ 採 食 移 動 す る が 、10:30 に 別 々 の 方 向 に 移 動 。

14:15 、B 群 は 山 神 社 の 南 側 斜 面 で 北 か ら 来 たA 群 と た が い に 丸 見 え の 状 態

に な る ま で 接 近 （ 両 群 間 の 距 離 は お お よ そ500m) 。 し か し 、 両 群 は30 分 ほ

ど で 正 反 対 の 西 と 東 の 方 角 へ 別 れ る 。 そ の あ とB 群 は 移 動 方 向 を 南 に 変 え 、

14:48 、 山 頂 の す ぐ 西 側 ま で 来 て い たD 群 に 接 近 。 再 び 発 見 時 と 同 様 の 近 接

状 態 に な り 、 両 群 は そ の ま ま 南 へ ゆ っ く り と 採 食 移 動(D 群 が 先 頭 ） 。 夕 方 、

天 柱 石 一 帯 で 少 し 離 れ る も100m~200m の 間 隔 で 泊 ま る 。

当 日 の12 月20 日 は09:31 、 昨 夕 と ほ ぼ 同 じ 場 所 、 同 じ 状 態 でB 、D 両 群

を 発 見 。 そ の 後B 群 は 前 日 の 移 動 ル ー ト を 逆 に 辿 る 形 で 北 へ 向 か う 。11:00 、

北 側 の ヘ ン グ レ 沢 沿 い に 急 斜 面 を 登 っ て き たC 群 が 主 稜 近 く でB 群 に 合 流 。

そ の 直 後 、 少 な く と も 両 群 の 子 持 ち メ ス の 全 員(B 群 が3 頭 、C 群 が7 頭 ）

が 一 つ の か た ま り を 形 成 し た 。 そ し て 、12:25 に はD 群 も 南 か ら 主 稜 の 山

頂 経 由 で そ こ へ 移 動 し て 来 て 合 流 。 や は り 直 後 にD 群 の 子 持 ち メ ス10 頭 が

先 の10 頭 の か た ま り に 加 わ っ た 。

3 群20 頭 の 子 持 ち メ ス 全 員 が ア カ ン ボ ウ を 腰 の 上 に 乗 せ 、 ほ ぼ 一 列 縦 隊

を な し て 移 動 し て い く 様 は 壮 観 と し か 言 い よ う が な か っ た 。 こ の 子 持 ち メ

ス の か た ま り は3 群 が 合 体 し た 大 集 団 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 し て い た 。

以 後 、3 群 は 交 ざ り 合 っ た 状 態 の ま ま 、 主 に プ ナ の 落 果 （ そ の 年 は 豊 作 ）

を 拾 い 食 い し つ つC 群 固 有 の 遊 動 域 を ゆ っ く り と 北 西 方 向 ヘ ト ラ バ ー ス し 、

仁 王 峠 へ 下 だ る 主 稜 を 横 切 っ た 少 し 先 で 向 き を 西 に 変 え る 。 そ し て 、15:35 、

北 見 沢 右 岸 の 大 き な 尾 根 （ 鹿 見 尾 根 ） を 南 に 越 え 、A 群 固 有 の 遊 動 域 の 一 つ

で こ れ ま で 頻 繁 に 泊 り 場 に 使 っ て い た 北 見 沢 下 流 ま で 下 っ て 、 そ こ に 泊 ま

る 。 そ の 時 点 で 子 持 ち メ ス20 頭 の か た ま り は 解 消 さ れ て い た 。

一 方A 群 は そ の 時 、 北 見 沢 左 岸 下 流 に あ る 小 さ な 尾 根 を 挟 ん で す ぐ 南 （ 神

社 の あ る 側 ） に い て 、 そ こ で 泊 ま る 。3 群 とA 群 と の 距 離 は 直 線 で400m ほ

ど 。 交 尾 期 特 有 の 大 声 が 両 方 で は っ き り と 聞 こ え た 。

こ の 日 のA 群 を 含 む4 群 の 移 動 方 向 や 合 流 地 点 等 上 述 し た す べ て を 図2

に 、 原 図 （ 伊 沢 ，1983 の 図2) を 簡 略 化 し て 示 し た 。

30



0 500 1000
I. 9, I IM
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図2. 9 1982 年12 月20 日 の4 群 の 移 動 ル ー ト 図—:3 群 が 合 体 す る ま で の 群 れ ご と の 移 動 ル ー ト

→ :3 群 が 合 体 し て 以 降 の 移 動Iレ ー ト

• • … ·►:A 群 の 移 動Iレ ー ト
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翌12 月21 日 は 、A 群 を08:56 に 昨 夕 の 泊 り 場 近 く で 、3 群 を09: 16 に 昨

タ よ り 北 見 沢 の 少 し 上 流 側 で 発 見 。B 群 とD 群 は 近 接 状 態 に あ り 、C 群 は そ

の 北 側200m ほ ど の 所 に い た 。 群 れ の 同 定 は 子 持 ち メ ス が そ れ ぞ れ の 群 れ の

広 が り の 中 に い た の で 容 易 だ っ た 。 そ の 後11:00 前 後 に は 、 ま ずC 群 が 北

東 に 向 か い2 群 と 別 れ た 。 一 方B 群 とD 群 は 北 見 沢 を 登 り 詰 め 主 稜 を 東 へ

越 え た 先 ま で 近 接 状 態 の ま ま だ っ た が 、11:52 か ら12:05 に か け て 東 と 南

東 方 向 へ 別 々 に 移 動 を 開 始 。3 群 が 向 か っ た の は い ず れ も 群 れ 固 有 の 遊 動

域 の 方 角 で あ る 。

3. 3 群 は 群 れ か 群 れ 本 体 か そ の 一 部 か

前 章 で は3 群 に つ い て 断 り を 入 れ ず に “ 群 れ ’' と 呼 び 、 そ れ ぞ れ が 群 れ

か 、 群 れ 本 体 か 、 群 れ の 一 部 （ 分 派 集 団 か 特 異 集 団 か ） だ っ た か は 考 慮 し

て い な い 。 し か し 、 次 章 以 降 の 検 討 で は 重 要 な 点 な の で 、 そ れ ら の 用 語 を

使 用 す る に あ た っ て 定 義 し て お く 。

交 尾 期 に は 発 情 メ ス の う ち1 頭 な い し2 頭 が 群 れ の 広 が り か ら 離 れ た 所

（ 群 れ の 外 ） で オ ス と コ ン ソ ー ト ・ ペ ア を 作 る の は ご く 普 通 に 見 ら れ る こ

と だ 。 ま た 、 小 さ い 血 縁 集 団 （ メ ス1 頭 と そ の コ ド モl~2 頭 、 と き に メ ス

の 妹 も ） が ひ っ そ り と 群 れ の 外 で 長 期 間 （ と き に1 ヶ 月 を 超 え て ） 生 活 す

る こ と も よ く あ る （ 清 家 ・ 疋 田 ，2019 、 山 口 ，2020. 2022 な ど ） 。 こ の よ う

な メ ス を 除 く す べ て の メ ス （ 以 下 で は オ ト ナ ・ メ ス と ワ カ モ ノ ・ メ ス を 単

に メ ス と 表 記 ） が ま と ま っ て 行 動 し て い れ ば 、 そ の 集 団 を 群 れ と 呼 ぶ 。 そ

う で は な く メ ス の 一 部 が 群 れ の ま と ま り か ら 離 れ て 行 動 し 、 メ ン バ ー の 交

替 が な け れ ば 、 分 か れ た 集 団 を 分 派 集 団 、 残 り の 大 き い 方 の 集 団 を 群 れ 本

体 と 呼 ぶ 。 ま た 両 者 間 に メ ン バ ー の 増 減 や 入 れ 替 り が あ れ ば 、 分 か れ た 集

団 を 離 合 集 散 す る 特 異 な 集 団 （ 特 異 集 団 と 略 す ） と 呼 ぶ 。 以 上 述 べ た こ と

は 伊 沢(2020a) に 詳 し い の で 参 照 さ れ た い 。 な お 、 分 派 集 団 は 交 尾 期 に 限

ら ず 見 ら れ る が 、 特 異 集 団 は こ れ ま で 交 尾 期 に 限 っ て 観 察 さ れ て き た 。

以 上 の 定 義 で1982 年 の 事 例 を 見 る と 、 当 日 の12 月20 日 に は 、3 群 そ れ

ぞ れ を 追 尾 し た4 名 とA 群 を 追 尾 し た1 名 の 調 査 者 の ほ か に 、 群 れ が い な

い と 予 想 さ れ た 島 の 山 頂 を 境 に 南 半 分 の 地 域 を 別 々 に 広 く 踏 査 し た2 名 の

調 査 者 が い た 。 そ し て 、 彼 等2 名 は コ ン ソ ー ト ・ ペ ア2 組 と2 頭 及 び6 頭

の オ ス グ ル ー プ を 別 々 に 互 い に 離 れ た 場 所 で 目 撃 し た が 、 上 記 し た 定 義 に
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見 合 う 群 れ 、 群 れ 本 体 、 分 派 集 団 、 特 異 集 団 の い ず れ に も 出 会 っ て な い し 、

交 尾 期 特 有 の 大 声 （ オ ス の ガ ガ ガ ッ や ゴ ゴ ゴ ッ 、 メ ス の ギ ャ ー ア 、 ギ ャ ー

ァ ） も 聞 い て い な い 。 合 体 す る ま で の 群 れ ご と の 大 き さ （ 個 体 数 ） の ほ か

に 、 こ れ ら の こ と か ら も 、 合 体 し て 長 距 離 移 動 し た3 群 は 、 い ず れ も 群 れ

な い し 少 な く と も 群 れ 本 体 だ っ た と 言 え る 。 な お 、 同 年10 月 と11 月 に 実

施 し た 群 れ の 個 体 数 調 査 の 結 果 は 伊 沢(1983) の 表l に あ る が 、12 月19 日

か ら21 日 に か け て 筆 者 が カ ウ ン ト し た 個 体 数 は 、 死 角 が あ っ た り し て カ ウ

ン ト 条 件 は そ れ ほ ど 良 く は な か っ た が 、 一 方 で 冬 の 落 葉 樹 林 の 見 通 し の 良

さ に は 助 け ら れ 、B 群 は45 頭 ＋a 頭 、C 群 は39 頭 ＋a 頭 、D 群 は54 頭 ＋a 頭

だ っ た 。

4. 近 接 と 合 体

第2 章 で 複 数 の 群 れ の そ の 時 ど き の 状 態 に つ い て 、 近 接 と 合 体 と い う 用

語 を 使 い 分 け た が 、 両 者 で 内 容 を 異 に す る か ら で あ る 。

そ の う ち 近 接 と は 、2 群 が 遊 動 域 の 重 複 地 域 で 互 い に 見 え る 至 近 距 離 に

い る 状 態 の こ と で 、 野 生 群 で は そ れ ほ ど 珍 し く な い （ 伊 沢 ，1982. 2009) 。

ま た 、 両 群 の 個 体 間 で か つ て 言 わ れ て い た “ 対 峙 ” と 表 現 さ れ る よ う な 攻

撃 や 威 嚇 等 の 敵 対 的 交 渉 が 観 察 さ れ る こ と は ご く 少 な い 。 む し ろ2 群 の 広

が り の 境 界 域 で 年 少 の コ ド モ(1~2 歳 ） 同 士 が 遊 ん だ り 、 年 長 の コ ド モ(3
~4 歳 ） や ワ カ モ ノ ・ オ ス(5~6 歳 ） が 同 じ 採 食 樹 で 伴 食 し た り 毛 づ く ろ

い し た り 等 の 親 和 的 交 渉 の 見 ら れ る こ と の ほ う が 圧 倒 的 に 多 い 。 そ の 際 、

中 心 オ ス や 子 持 ち メ ス は 他 群 の 広 が り と の 境 い 目 が ど こ ら 辺 か よ く 分 か っ

て い る か ら だ が 、 他 群 か ら 離 れ た 位 置 に い る 場 合 が ほ と ん ど で あ る 。 そ し

て 、 多 く の 場 合 は 数 時 間 後 に 両 群 な い し 片 方 が 接 近 し て き た ル ー ト を 戻 る

方 向 （ 自 ら の 固 有 の 遊 動 域 の 方 ） へ 離 れ て い く 。

一 方 合 体 と は 、 第2 章 で 使 用 し た 合 流 や 交 ざ り 合 う と 内 容 は 同 義 で 、 両

群 の 広 が り の 境 い 目 が 分 か ら な く な っ て し ま っ た 状 態 を い う 。

1982 年 の 事 例 で の 合 体 の 実 際 に つ い て 、3 群 の 子 持 ち メ ス が ど う だ っ た

は は っ き り し て い る が 、 そ れ 以 外 の 性 や 年 齢 の サ ル た ち が ど の よ う に 交 ざ

り 合 っ て い た か は 、 当 時 ま だ 筆 者 を 含 め4 名 の 調 査 者 の 誰 も 個 体 識 別 が 十

分 で き て い な か っ た の で 不 明 で あ る 。 た だ 、 筆 者 は12~13 頭 の 年 少 の コ ド

モ(1~2 歳 ） が ひ と か た ま り で 子 持 ち メ ス 集 団 の す ぐ 前 方 に い た の を 目 視
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し て い る 。

そ う は い っ て も 、3 群 の 中 心 オ ス が 合 体 し た 大 集 団 の ど の 位 置 で ど う し

て い た の か は や は り 気 に な る 。 子 持 ち メ ス の よ う に か れ ら が ひ と か た ま り

に な る と は と う て い 考 え ら れ な い か ら だ 。 し か し 、 一 つ だ け 言 え る の は 、

合 体 後 見 事 な 行 列 を な し て の 採 食 移 動 の 際 、 か れ ら 間 で も し 激 し い 評 い が

起 き れ ば 、 大 集 団 は そ の ポ イ ン ト で 当 然 崩 れ る か ら 確 実 に 観 察 で き て い た

は ず だ し （ フ ィ ー ル ド ノ ー ト に メ モ な し ） 、 そ の よ う な 音 声 も 聞 か れ ず 、 記

憶 で は 驚 く ほ ど 静 か だ っ た と い う 印 象 が あ る 。 調 査 者 の 一 人 は 状 況 は 不 明

だ が ガ ガ ガ ッ を 間 を お い て2 回 聞 い た と い う 。 お そ ら く 群 れ 外 オ ス の 木 揺

り の 際 の 音 声 だ ろ う 。

5. 地 縁 集 団 と い う 観 点 か ら

こ の 事 例 を 観 察 す る ま で の 半 年 間 で4 群 の 遊 動 域 は 調 査 で き て い た し 、

群 れ ご と に 頻 繁 に 使 う 主 要 遊 動 域 も 分 か っ て い た 。 し か も 主 要 遊 動 域 が 隣

接 群 と 重 複 し て い る 地 域 は4 群 と も ご く わ ず か だ っ た 。 と い う こ と は 、 主

要 遊 動 域 を 群 れ 固 有 の 遊 動 域 と 言 い 替 え て も い い 。

こ の よ う な 、4 群 の 当 時 の 遊 動 域 を 群 れ の ま と ま り の 根 幹 を な す “ 地 縁 集

団 ” （ 伊 沢 ， 2009. 2020b) と い う 観 点 か ら 見 る と 、1982 年12 月19 日 か ら

21 日 に か け て 、B 群 はC 群 とA 群 の 、C 群 はA 群 の 、D 群 は 他 の3 群 す べ て

の 固 有 の 遊 動 域 を 侵 犯 し た こ と に な り 、 き わ め て 異 例 の 事 態 が 起 こ っ て い

た こ と が 分 か る 。

6. 頼 る 頼 ら れ る 関 係 と い う 観 点 か ら

第4 章 で3 群 の 合 体 に つ い て 述 べ た が 、 前 章 で 検 討 し た “ 地 縁 集 団 '’ で

あ る こ と と と も に 、 群 れ の ま と ま り の 根 幹 を な す も う 一 つ の 重 要 な 概 念 ‘‘ 頼

る 頼 ら れ る 関 係 ” （ 伊 沢 ，1982. 2009) と い う 観 点 か ら 見 て も 、 合 体 と い う

現 象 は 極 め て 例 外 的 で あ る 。

交 尾 期 に は 性 的 興 奮 状 態 で 攻 撃 的 に な っ た 群 れ 外 オ ス が 何 頭 も 発 情 メ ス

を 求 め て 群 れ に 接 近 し て く る 。 そ の よ う な 攻 撃 性 が 極 端 に 高 ま っ た 群 れ 外

オ ス を 回 避 す る の が 一 番 の 理 由 だ ろ う が 、 子 持 ち メ ス は で き る だ け ひ と か

た ま り に な っ て 数 を 頼 り に 互 い に 頼 り 合 う 形 で 集 団 防 衛 体 制 を と り 、 か つ

中 心 オ ス 、 と く に 第 一 位 オ ス を 頼 り に し て 毛 づ く ろ い 等 か れ と 親 和 的 交 渉
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を 持 ち な が ら 行 動 を 共 に す る こ と が 多 い 。 一 方 中 心 オ ス も 子 持 ち メ ス 中 心

の か た ま り の 中 や 近 く に い る こ と で 数 を 頼 り に 群 れ 外 オ ス に 対 抗 で き る し 、

群 れ 外 オ ス を 群 れ の 広 が り に 入 れ な い こ と で 、 群 れ 内 の 発 情 メ ス と 交 尾 す

る チ ャ ン ス も 当 然 増 え 、 そ の 意 味 で メ ス に 頼 っ て い る 。

群 れ の ま と ま り と は こ の よ う な 仲 間 意 識 を 基 盤 と し た 頼 る 頼 ら れ る 関 係

の ネ ッ ト ワ ー ク で 成 り 立 っ て い る の が 基 本 中 の 基 本 な の に 、 こ の 事 例 で は

少 な く と も 子 持 ち メ ス は 、 仲 間 意 識 を 持 た ず 血 縁 関 係 に も な い 他 群 の 子 持

ち メ ス と 、 ア カ ン ボ ウ を 持 っ て い る と い う 同 じ 条 件 下 に あ る だ け で 合 体 し

た わ け で 、 群 れ の ま と ま り の あ り よ う か ら は 完 全 に 逸 脱 し た 状 態 だ っ た と

い え る 。

改 め て 断 る ま で も な い が 、 当 然 こ の 状 況 は 何 ら か の 原 因 に よ る 一 時 的 な

も の で 、 い ず れ 何 事 も な か っ た か の よ う に 元 に 戻 り 、 合 体 を 通 し て 新 群 形

成 に 発 展 す る よ う な こ と は け っ し て な い は ず だ 。

7. 人 馴 れ の 程 度 と 合 体 と の 関 係

こ の 事 例 の3 群 と も あ ま り 人 馴 れ し て い な い 群 れ だ っ た こ と は 冒 頭 で 述

べ た 。 で は 、 群 れ と い う 独 立 し た ま と ま り を 越 え て 合 体 と い う 事 態 が 起 こ

る の と 人 馴 れ の 程 度 と は ど う 関 係 す る の か 。

ま ず 当 時 の4 群 に つ い て 見 て お く と 、A 群 は 調 査 者 が1 名 な い し2 名 で 、

一 定 の 距 離 を 保 ち な が ら だ が 一 日 中 追 尾 調 査 し て も 、 か れ ら の 日 常 生 活 を

デ ィ ス タ ー ブ す る こ と は ほ と ん ど な い 。 す な わ ち ハ ビ チ ュ エ ー シ ョ ン （ 人

付 け ， 伊 沢 ，2018) が ず い ぶ ん 進 ん だ 状 態 だ っ た 。 一 方 他 の3 群 の 人 馴 れ

具 合 はB 、D 、C 群 の 順 で 、 そ の 程 度 を 現 在 の6 群 と 比 較 す る と 、 旧B 群 が

現 在 のD 群 、 旧D 群 は 現 在 の 恥 群 、 旧C 群 が 現 在 の ら 群 に ほ ぼ 相 当 す る 。

そ し て 現 時 点 で6 群 中 最 も 人 馴 れ し て い な いC1 群 と 比 べ れ ば 、 旧3 群 の 方

が 人 馴 れ し て い た 。

と は い っ て も 、 人 馴 れ の 程 度 は 同 じ 群 れ で も 交 尾 期 と 非 交 尾 期 と で か な

り 違 う し （ 交 尾 期 に は オ ト ナ の サ ル は 往 々 に し て 大 胆 に な る ） 、 調 査 者 の 接

し 方 に も よ る 。 ま た 、 群 れ の サ ル が 調 査 者 を ど れ ほ ど 見 慣 れ て い る か （ 同

一 人 物 か 否 か ） に も よ る か ら 、 そ う 単 純 で は な い 。 た だ し 、 接 し 方 に つ い

て 一 つ は っ き り 言 え る の は 、 群 れ が 移 動 中 、 採 食 中 、 休 息 中 の ど の 状 況 下

で も 調 査 者 が サ ル よ り 斜 面 上 方 に い る と か れ ら の 啓 戒 心 は 強 ま り 、 反 対 に
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下 方 に い る と 薄 ら ぐ と い う 点 だ 。

こ の よ う に 人 馴 れ の 程 度 そ の も の が 時 と 場 合 で じ つ に 曖 昧 な の で 、 群 れ

の 合 体 を そ の 程 度 と 関 連 付 け る の は 土 台 無 理 で あ る 。

極 端 な 話 、 人 へ の 恐 怖 心 や 瞥 戒 心 が 非 常 に 強 い 状 況 下 に 追 い 込 ま れ た と

き 、 群 れ が 密 集 す る 地 域 で は 、2 群 な い し3 群 が 合 体 し て 、 一 目 散 に 遁 走

す る と い っ た 事 態 を 頭 の 中 で 勝 手 に 想 定 （ 想 像 ） し て み る こ と は 可 能 で あ

る 。 し か し 、 筆 者 は 仙 台 市 西 部 山 域 で 猿 害 群 （ 農 作 物 に 被 害 を 与 え て い る

群 れ ） を 田 畑 の な い 山 奥 へ 追 い 上 げ る た め 、 で き る だ け 多 人 数 で 追 い な が

ら 大 声 を 発 し て 威 す だ け で な く 、 ロ ケ ッ ト 花 火 や 爆 竹 等 を フ ル に 使 い 、 特

別 に 訓 練 し た イ ヌ （ サ ル 追 い 犬 ） を 複 数 頭 投 入 し 、 猟 友 会 の メ ン バ ー に は

散 弾 銃 の 空 砲 を 撃 っ て も ら う と い う や り 方 で 何 回 も 実 施 し た が （ 伊 沢 • 宮

城 の サ ル 調 査 会 ，2005) 、 ど の 群 れ も 一 直 線 な い し 見 事 な 回 り 道 を し て 、 か

れ ら が 熟 知 し た 群 れ 固 有 の 行 動 圏 内 に あ る 安 全 地 帯 （ 多 く の 場 合 人 や イ ヌ

が 追 っ て 行 け な い 絶 壁 状 の 大 き な 崖 が あ る 場 所 ） へ 走 っ て 逃 げ 込 む の が 常

で あ り 、 隣 接 群 の い る 方 へ 逃 げ て い っ た な ど 一 例 た り と も な い 。 し た が っ

て 当 然 の こ と だ が 、 ど ん な に 恐 怖 心 や 啓 戒 心 を 与 え て も 、 そ れ に よ っ て 想

定 （ 想 像 ） さ れ た よ う な 群 れ の 合 体 な ど 起 こ り 得 な い し 、 他 群 固 有 の 行 動

圏 へ の 侵 入 も ま た あ り 得 な い こ と だ 。

と こ ろ で ア カ ン ボ ウ に つ い て だ が 、 合 体 の 際 か れ ら に は 恐 怖 心 や 替 戒 心

で は な く 共 通 し て 強 い 緊 張 感 が あ っ た こ と は 確 か だ 。 そ う で な け れ ば 、 生

後 半 年 以 上 過 つ か れ ら の 全 員 が 母 親 の 腰 に 乗 っ て 移 動 す る よ う な こ と は な

い 。 た だ し 、 こ の 緊 張 感 が 群 れ が 合 体 す る 直 前 か 合 体 直 後 か は 不 明 で あ る 。

も し 合 体 直 前 だ と し た ら ア カ ン ボ ウ の 緊 張 が 母 親 に 伝 わ ら な い こ と は な い

が 、 だ か ら と い っ て ア カ ン ボ ウ や 母 親 の 緊 張 感 が 群 れ 合 体 の 要 因 に は な り

得 な い だ ろ う 。 合 体 直 後 の 緊 張 な ら ご く 自 然 だ ろ う が 。

8. 考 察 に か え て 一 本 特 集 の 事 例 と の 比 較 一

こ こ ま で 、 群 れ の ま と ま り の 根 幹 を な す 二 つ の 概 念 に 照 ら し て1982 年 の

事 例 を 検 討 し て き た 。 要 点 を ま と め る と 、 交 尾 期 で あ り 、3 群 は い ず れ も あ

ま り 人 馴 れ し て い な い 群 れ で 、 調 査 者4 名 が そ れ ぞ れ の 群 れ を 追 尾 調 査 し

て い た と い う 状 況 下 で 、 極 め て 異 例 の3 群 の 合 体 お よ び そ の 状 態 で の 長 距

離 移 動 と 他 群 の 固 有 の 遊 動 域 へ の 侵 入 が 観 察 さ れ た こ と で あ る 。
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一 方 、 本 号 に 掲 載 し た 凡 群 関 連 の 三 つ の 事 例 に つ い て 見 る と 、 共 通 点 は

① 交 尾 期 で あ る こ と 、 ② 凡 群 な い し81 群 の 特 異 集 団 が こ れ ま で は 隣 接 す る

3 群 の う ちD 群 固 有 の 行 動 圏 （1982 年 以 降40 余 年 間 に わ た っ て 継 続 調 査 し

て い る の で 遊 動 域 だ け で な く 行 動 圏 も は っ き り 分 か っ て い る 。 伊 沢 ，2020c)

だ け だ っ た の が 新 た にA 群 と 比 群 の そ れ ら に も 侵 入 し た こ と 、 ③ し か も 侵

入 し た だ け で な く 、 そ れ ぞ れ の 群 れ に 長 時 間 、 長 距 離 追 随 し た こ と 、 ④ 恥 群

と の 事 例 で は 両 群 が 遊 動 域 の 重 複 地 域 （ 山 頂 か ら 御 殿 に か け て の 主 稜 一 円 ）

で お そ ら く 近 接 状 態 に あ っ た と 思 わ れ る が 、 恥 群 の 移 動 に 且 群 の ほ と ん ど

の 個 体 が 追 随 し た こ と 、 ⑤ こ れ ら ② ～ ④ の い ず れ で も 凡 群 の 第 一 位 オ ス 「 タ

イ ヨ ウ 」 が 発 情 メ ス を 求 め て 他 群 に 追 随 し （ こ の 時 の 「 タ イ ヨ ウ 」 の 社 会

的 立 ち 位 置 は 群 れ 外 オ ス ） 、 か れ に 凡 群 の メ ス の 一 部 な い し ほ と ん ど の 個

体 が 追 随 し た （ メ ス に と っ て は か れ は 相 変 わ ら ず 第 一 位 オ ス ） 結 果 起 き た

こ と で あ る 。

ま た 、 恥 群 と の 場 合 に メ ス が 行 動 圏 の 外 に 出 た 段 階 で も な お 、1 頭 も 自 ら

の 行 動 圏 に 戻 ら ず 全 員 が 「 タ イ ヨ ウ 」 に 追 随 し た の は （ 山 口 ，2023c) 、 そ

の 地 域 が メ ス に と っ て こ れ ま で 遠 望 す ら し た こ と の な い 未 知 の 土 地 で あ り 、

移 動 速 度 も 早 か っ た た め 、 そ の 土 地 へ の 不 安 感 が そ う さ せ た の だ と 考 え ら

れ る 。 そ し て 、 急 斜 面 の 東 海 岸 に 向 か っ て 下 っ て い く 際 に 、 先 頭 が 恥 群 、

そ の 後 ろ が 恥 群 の 調 査 者 、 そ の 後 ろ か ら 「 タ イ ヨ ウ 」 、 さ ら に そ の 後 ろ か ら

凡 群 の ほ ぼ 全 員 、 最 後 が 凡 群 の 調 査 者 と い う 順 で 、1982 年 の 合 体 し た 大 集

団 の 行 列 に 匹 敵 す る 見 事 な “ 隊 列 ” を2 名 の 調 査 者 は 目 撃 し た わ け だ し 、

現 場 に 居 合 わ せ な か っ た 筆 者 も 感 動 的 な そ の 光 景 を リ ア ル に 脳 裏 に 描 く こ

と が で き た 。 な お 、 そ の 隊 列 を 東 海 岸 の 絶 壁 状 で 入 り 組 ん だ 岩 場 へ 下 る 最

後 の 所 で 凡 群 の 調 査 者 が 見 失 う の は （ 山 口 ，2023c) 、 そ こ の 地 形 に 彼 が 不

案 内 だ っ た せ い も あ る が 、 お そ ら く82 群 が 海 岸 に 近 づ い て 、 そ こ か ら 急 に

走 り 始 め た こ と に よ る の で は な い か と 推 測 さ れ る 。 そ う す る と 、 追 随 す る

「 タ イ ヨ ウ 」 も 凡 群 も 走 る は ず だ か ら 、 凡 群 を 追 尾 す る と に か け て は 百 戦

錬 磨 の 彼 と い え ど 見 失 う の は 致 し 方 な い こ と だ ろ う 。 磯 に 海 藻 類 や 貝 類 を

求 め て 下 る と き 、 海 岸 線 か ら 標 高50~60m の 所 ま で 下 っ て 来 る と （ 急 斜 面

で は100m ほ ど の こ と も あ る ） 突 然 走 り 出 す の は 、 島 の 東 斜 面 に 行 動 圏 を も

つ4 群(82 、C1 、C2 、D 群 ） の す べ て で 、 ご く 普 通 に 観 察 さ れ る こ と だ 。

い ず れ に せ よ 先 の ② か ら ④ で 述 べ た こ と は 、 こ れ ま で 金 華 山 で も 他 の 調
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査 地 で も 全 く 知 ら れ て い な い 「 タ イ ヨ ウ 」 と い う な ん と も 不 可 思 議 な 行 動

習 癖 を 持 つ オ ス （ 交 尾 期 に な る と 群 れ の 第 一 位 オ ス と 群 れ 外 オ ス の 二 足 の

草 桂 を 頻 繁 に 履 き か え る こ と ） と 、 群 れ に 接 近 し て く る 群 れ 外 オ ス の 攻 撃

を 避 け た い メ ス の も つ ご く 普 通 の 心 情 の 上 に 、 た と え 馴 染 ん だ 行 動 圏 を 出

て ま で も か れ に 追 随 し た い と い う 最 上 位 家 系 の 「 キ ラ ラ 」 や 最 下 位 家 系 の

「 ミ コ ト 」 を 中 心 と し た メ ス た ち の 一 時 的 に か れ に 強 く 頼 る 行 動 に よ っ て

生 起 し た も の で （ 山 口 ，2023b) 、 原 因 は1982 年 の 事 例 と は 違 っ て 実 に は っ

き り し て い る 。 し か も メ ス の そ の 行 動 は 、 お そ ら く 「 タ イ ヨ ウ 」 に と っ て

は 、 他 群 に 追 随 し て い る と き に は 群 れ 外 オ ス と し て 、 そ の 群 れ の 発 情 メ ス

に な ん と か 接 近 し 、 で き た ら 交 尾 ま で も っ て い き た い の に 、 す ぐ 後 方 か ら

ぞ ろ ぞ ろ と メ ス が つ い て く れ ば そ の 群 れ の 発 情 メ ス は 間 違 い な く 逃 げ る は

ず だ か ら 、 何 と も 迷 惑 至 極 な こ と な の だ が 。 と こ ろ が 発 情 メ ス が 得 ら れ な

か っ た の で 群 れ に 戻 る と メ ス た ち に 囲 ま れ 、 毛 づ く ろ い を 好 き な だ け 受 け

ら れ る し 、 群 れ 外 オ ス も 接 近 し 難 い か ら ご く 平 穏 な 日 常 生 活 を 送 れ る こ と

に な る 。

も う 一 つ 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 類 例 を 見 な い 特 異 な オ ス で あ る の は 、2019 年 当

時4 頭 い た 中 心 オ ス の う ち3 頭 は 、 こ れ ま で 幾 多 の 中 心 オ ス で ご く 普 通 に

見 ら れ た と 同 様 に1 頭 ず つ 群 れ を 離 脱 し 、 ま ず は 他 群 に 追 随 す る と い う 道

を 歩 ん で い る の に 、 か れ は も う4 年 も(4 回 の 交 尾 期 続 け て ） そ れ を 繰 り

返 し て い る 点 で あ る 。

そ の 点 に 関 し て1982 年 の 事 例 を 見 る と 、 少 な く と も 「 タ イ ヨ ウ 」 に 相 当

す る オ ス が ま ずB 群 に 合 体 し たC 群 に1 頭 、 続 い て そ れ ら に 合 体 し たD 群

に も1 頭 い な け れ ば い け な い こ と に な り 、 そ の よ う な こ と は と う て い あ り

得 な い だ ろ う 。 そ れ 以 上 に 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が い て も 凡 群 は こ の4 年 間 に 一

度 も 他 群 と 合 体 し て は い な い の だ 。

以 上 述 べ て き た こ と か ら は 、 本 特 集 の 三 つ の 事 例 は 野 生 ニ ホ ン ザ ル の 長

い 研 究 史 の 中 で こ れ ま で た だ の 一 例 た り と も 見 ら れ て い な い 、 予 想 や 想 像

す ら で き な い 不 可 思 識 で 特 異 な 行 動 習 癖 を 持 つ 「 タ イ ヨ ウ 」 と い う サ ル の

存 在 を 抜 き に し て は と う て い 考 え ら れ な い き わ め て 稀 な 出 来 事 な こ と 、 一

方1982 年 の 事 例 は 原 因 は 不 明 だ が 、 同 じ く ニ ホ ン ザ ル 研 究 の 歴 史 の 中 で 二

度 と 観 察 さ れ て い な い 稀 有 な 出 来 事 だ と 言 え る 。 た だ し 、 そ れ ほ ど に 珍 し

い 事 例 で は あ る が 、 珍 し い が 故 に 例 外 中 の 例 外 と し て 片 付 け て し ま う （ 片
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隅 に 追 い や っ て し ま う ） の で は な く 、 ニ ホ ン ザ ル と い う 種 に は こ の よ う な

こ と を 生 起 さ せ る 、 フ ィ ー ル ド 調 査 の 積 み 重 ね を 通 し て 見 え て く る か れ ら

の 生 き ざ ま の 現 実 の も っ と ず っ と 先 に あ る 、 か れ ら の 内 に 秘 め た “ 超 現 実 ”

な る も の を 、 ま だ ほ ん の 少 し だ が 語 っ て く れ た と い う 点 で 、 本 特 集 を 組 ん

だ 甲 斐 が あ っ た の で は な い か 、 と 筆 者 に は 思 え る 。
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